
墓
郷
形成
の
前
提
大
和
・
結
崎
墓
地
の
周
辺
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
尾
文
昭
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は
じ
め
に

0
斑
鳩
・
極
楽
寺
墓
地
と
墓
郷
集
団

②中
世
結
崎
の
範
囲
と
結
崎
墓
地
の
墓
郷
集
団

③寺
川
の
付
け
替
え
と
結
崎
墓
地
の
墓
郷
集
団

④結
崎
墓
地
の
計
画
的
配
置
の
可
能
性

お
わり
に

［論文
要
旨
］

　奈
良
盆
地
の
郷
墓
が
、
近
世
以
前
の
墓
地
に
遡
源
す
る
こ
と
は
多
く
指
摘
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
　
　
　
し
て
付
け
替
え
時
期
を
一
二
世
紀
後
葉
か
ら
＝
二
世
紀
中
葉
に
あ
る
と
推
測
し
た
。
寺
川
の
付
け
替

郷
墓
の

経営
は
複
数
の
村
で
構
成
さ
れ
た
墓
郷
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
が
、
そ
の
枠
組
み
と
水
郷
・
山
　
　
　
　
え
事
業
は
治
水
、
灌
瀧
、
耕
地
、
交
通
の
再
編
成
を
企
図
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
が
、

郷
・
宮
郷
あ
る
い
は
国
人
郷
と
の
関
連
が
説
か
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
う
い
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
地
　
　
　
　
地
域
の
拠
点
施
設
に
変
革
を
も
た
ら
し
た
こ
と
も
想
像
に
難
く
な
い
。
も
ち
ろ
ん
墓
郷
集
団
の
先
駆

域的
、
歴
史
的
枠
組
み
が
現
実
に
は
そ
の
ま
ま
墓
郷
の
枠
組
み
に
適
応
で
き
な
い
場
合
が
多
い
。
実
　
　
　
と
も
い
う
べ
き
集
団
は
、
そ
の
渦
中
に
あ
っ
た
。

際
の
墓
郷
の
形
成
過
程
に
は
多
様
な
状
況
が
あ
り
、
そ
れ
が
作
用
し
た
こ
と
に
原
因
が
あ
る
と
考
え
　
　
　
　
次
に
結
崎
墓
地
の
地
理
上
の
位
置
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
ω
大
和
の
広
域
条
里
地
割
の
施
工
域
の

る
。
墓
郷
形
成
の
前
提
、
過
程
を
個
別
に
検
討
し
て
、
今
後
の
類
型
化
に
備
え
る
こ
と
が
目
下
の
課
　
　
　
　
周
縁
に
あ
る
。
②
こ
の
広
域
条
里
地
割
施
工
域
の
周
縁
が
生
み
出
さ
れ
た
こ
と
と
、
寺
川
の
付
け
替

題
であ
ろ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
え
事
業
に
関
連
性
が
あ
る
。
③
結
崎
墓
地
を
通
る
南
北
方
向
の
同
一
軸
線
上
（
磯
城
郡
、
平
群
郡
の

　
一
例
と
し
て
奈
良
盆
地
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
す
る
磯
城
郡
川
西
町
結
崎
墓
地
の
墓
郷
に
注
目
し
た
。
　
　
　
条
里
坪
境
界
に
相
当
）
に
信
仰
、
交
通
上
の
要
衝
施
設
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、

結
崎
墓
地
の
墓
郷
は
寺
川
を
挟
ん
だ
広
域
な
範
囲
に
及
び
、
大
和
で
も
最
大
級
の
規
模
と
な
っ
て
い
　
　
　
北
に
向
か
っ
て
結
崎
墓
地
－
梅
戸
橋
（
も
と
の
結
崎
寺
、
寺
川
の
渡
河
点
ヵ
）
　
板
屋
ヶ
瀬
橋
（
大

る
。
ま
ず
文
献
史
料
か
ら
中
世
後
半
期
に
お
け
る
結
崎
の
範
囲
の
復
元
に
努
め
、
現
在
の
墓
郷
範
囲
　
　
　
　
和
川
の
渡
河
点
）
ー
阿
土
墓
地
ー
良
福
寺
の
計
画
的
配
置
が
あ
る
。
④
こ
れ
ら
は
、
律
宗
の
活
動
拠

に
ほ
ぼ
重
複
す
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
つ
ま
り
墓
郷
集
団
の
地
域
的
枠
組
み
が
、
＝
二
世
紀
後
葉
以
　
　
　
　
点
と
し
て
史
料
に
み
え
る
。

前
に
存
在
し
た
可
能
性
を
示
し
た
。
次
に
こ
の
地
域
的
枠
組
み
の
実
態
を
示
す
歴
史
的
事
業
と
し
て
、
　
　
　
結
崎
墓
地
の
墓
郷
の
地
域
的
枠
組
み
が
＝
二
世
紀
代
に
形
成
さ
れ
た
こ
と
、
郷
墓
に
計
画
的
配
置

寺
川
の
付
け
替
え
に
つ
い
て
言
及
し
た
。
寺
川
は
結
崎
付
近
で
は
、
古
代
道
路
の
筋
違
道
（
太
子
道
∀
　
　
　
さ
れ
た
も
の
が
あ
る
可
能
性
、
墓
郷
範
囲
を
越
え
た
広
域
な
範
囲
を
対
象
と
し
た
土
地
用
途
の
吟
味
、

に
重
な
る
直
線
の
流
路
と
な
っ
て
い
る
。
近
年
の
考
古
学
調
査
で
、
そ
の
旧
流
路
と
推
断
で
き
る
河
　
　
　
　
選
択
の
な
か
で
そ
れ
が
実
行
さ
れ
た
可
能
性
、
結
崎
墓
地
の
墓
郷
集
団
の
形
成
過
程
に
律
宗
の
活
動

道
の

検出
が
な
さ
れ
た
こ
と
と
、
現
地
形
観
察
か
ら
旧
流
路
を
推
定
復
元
し
た
。
文
献
史
料
も
援
用
　
　
　
　
が
関
与
し
た
こ
と
な
ど
を
指
摘
し
た
。

8
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は
じ
め
に

　
か

つ

て
、
郷
墓
の
形
成
過
程
を
歴
史
地
理
学
の
立
場
か
ら
分
析
、
検
討
し
た
野
崎

　
　
ヘ
ユ
　

清
孝
氏
は
郷
墓
の
地
域
的
枠
組
を
墓
郷
集
団
と
呼
ば
れ
た
。
奈
良
盆
地
内
の
主
要
な

郷
墓
三
四

ケ
所
を
あ
げ
て
、
そ
の
範
囲
、
規
模
、
宗
旨
、
戦
国
期
の
国
人
郷
の
勢
力

圏
、
水
郷
・
宮
郷
・
山
郷
と
の
関
連
性
な
ど
か
ら
、
墓
郷
集
団
の
歴
史
的
基
盤
と
そ

の
意
義
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
さ
れ
た
。
古
代
の
「
和
名
抄
郷
」
と
の
関
連
性
に
つ

い
て

は
言
及
を
措
く
こ
と
を
表
明
さ
れ
た
が
、
姐
上
に
あ
げ
ら
れ
た
文
献
史
料
か
ら

時
期
上
の
照
準
を
近
世
以
前
の
中
世
後
半
期
に
お
か
れ
た
こ
と
は
、
明
ら
か
で
あ
る
。

論
文
の
発
表
は
一
九
七
三
年
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
往
時
、
一
部
の
例
外
的
な
調
査

を
除
く
と
考
古
学
に
よ
る
中
世
後
半
期
の
遺
跡
の
発
掘
調
査
は
、
奈
良
盆
地
の
条
里

制
施
工
域
に
お
い
て
ほ
と
ん
ど
な
さ
れ
て
い
な
い
状
況
に
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、

こ
の
論
文
に
考
古
学
成
果
が
と
り
込
ま
れ
た
様
子
は
う
か
が
え
な
い
。
一
九
八
〇
年

代
以

降
は
奈
良
県
内
に
あ
っ
て
も
、
中
世
考
古
資
料
が
飛
躍
的
に
増
し
た
こ
と
は
言

う
に
及
ば
な
い
。
そ
こ
で
今
日
、
多
少
の
考
古
資
料
を
援
用
し
な
が
ら
改
め
て
野
崎

氏
が
提
起

し
た
墓
郷
集
団
に
つ
い
て
一
考
す
る
の
も
意
味
の
あ
る
こ
と
だ
ろ
う
。

　
各
墓
郷
が
形
成
さ
れ
た
前
提
に
は
幾
つ
か
の
契
機
が
存
在
す
る
こ
と
、
形
成
に
至

る
歴
史
過
程
も
］
様
で
な
い
も
の
と
私
は
と
ら
え
て
い
る
が
、
個
別
の
郷
墓
、
墓
郷

集
団
の
分
析
を
多
く
進
め
る
こ
と
が
、
当
面
、
求
め
ら
れ
る
課
題
で
あ
り
、
し
か
る

の

ち
に
郷
墓
、
墓
郷
集
団
に
通
底
す
る
も
の
を
抽
出
す
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
と
考

え
る
。

　
前
稿
で
は
斑
鳩
・
極
楽
寺
墓
地
を
と
り
あ
げ
た
が
、
こ
の
墓
郷
の
形
成
と
同
様
の

歴

史
過
程
を
経
て
大
規
模
な
郷
墓
が
経
営
さ
れ
る
に
至
っ
た
可
能
性
が
高
い
例
と
し

て
、
磯
城
郡
川
西
町
に
所
在
の
結
崎
墓
地
が
あ
る
。
結
崎
墓
地
そ
の
も
の
に
対
す
る

発
掘
調
査
は
な
さ
れ
て
い
な
い
が
、
周
辺
の
地
理
的
、
歴
史
的
環
境
、
そ
し
て
周
辺

の

発
掘
調
査
例
を
も
と
に
そ
の
墓
郷
集
団
形
成
の
前
提
に
つ
い
て
考
え
る
。
ま
ず
結

図1　斑鳩極楽寺墓地（直上　写真上方が北　2000年2月16日撮影）
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崎
墓
地
と
対
比
す
る
意
味
で
斑
鳩
・
極
楽
寺
墓
地
に
つ
い
て
再
び
、

ら
は
じ
め
た
い
。

0
斑
鳩
・
極
楽
寺
墓
地
と
墓
郷
集
団

ふ
れ

る
こ
と
か

　
（
1
）
仏
塚
古
墳
に
お
け
る
「
供
養
」

　

さ
き
に
私
は
、
現
行
九
ケ
大
字
に
ま
た
が
る
郷
墓
で
あ
る
斑
鳩
・
極
楽
寺
墓
地
の

形
成
過
程
に
、
至
近
に
所
在
す
る
仏
塚
古
墳
に
お
い
て
中
世
に
お
こ
な
わ
れ
た
「
供

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

養
」
が
関
係
す
る
の
で
は
な
い
か
と
主
張
し
た
。
仏
塚
古
墳
は
横
穴
式
石
室
を
備
え

た
後
期
古
墳
だ
が
、
中
世
時
期
の
墓
室
の
再
利
用
が
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ

て

い

る
。
出
土
の
中
世
遺
物
の
構
成
と
帰
属
時
期
の
再
検
討
か
ら
一
二
世
紀
後
葉
前

後

に
始
ま
る
「
供
養
」
第
一
期
と
一
四
世
紀
末
葉
か
ら
一
五
世
紀
前
葉
の
「
供
養
」

第
二
期
に
区
分
で
き
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
「
供
養
」
第
一
期
は
瓦
器
椀
、
土
師
皿

を
用
い
た
燃
燈
供
養
を
中
心
と
し
た
仏
事
、
「
供
養
」
第
二
期
は
本
尊
の
奉
前
に
密

教
的
要
素
の
濃
い
荘
厳
が
整
え
ら
れ
て
、
い
わ
ゆ
る
華
、
香
、
飲
食
、
燈
供
養
が
催

行
さ
れ
た
も
の
と
推
測
し
た
。

　
「
供
養
」
第
二
期
の
供
養
具
は
瓦
製
作
技
法
と
の
共
通
性
の
高
い
瓦
質
製
品
を
主

と
し
な
が
ら
も
、
土
師
器
、
古
瀬
戸
、
一
部
に
金
属
器
を
よ
り
よ
く
写
し
た
瓦
質
製

品
な
ど
が
そ
れ
ぞ
れ
補
完
す
る
形
で
揃
え
ら
れ
て
い
る
。
供
養
具
の
調
達
、
整
備
に

あ
た
っ
て
は
法
隆
寺
が
直
接
関
与
し
た
事
業
と
い
う
よ
り
も
、
い
わ
ば
近
在
各
方
面

か

ら
の
発
注
や
持
ち
よ
り
に
よ
っ
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
仏
塚
古
墳
出
土
の
供
養
具
を
い
ま
聖
霊
院
に
あ
る
教
仏
が
施
入
の
二
二
〇
二
年
の

乾
元
元
年
銘
華
瓶
、
ま
た
舎
利
殿
の
］
三
六
六
年
の
貞
治
五
年
銘
火
舎
と
華
瓶
、
六

器

と
い
っ
た
鋳
造
の
金
銅
製
の
法
隆
寺
伝
来
の
法
具
、
供
養
具
類
に
比
較
し
た
時
に
、

そ
こ
に
表
徴
さ
れ
た
階
層
的
差
異
に
は
歴
然
と
し
た
も
の
が
あ
る
。
一
四
世
紀
以
降
、

法
隆
寺
で
は
、
密
教
の
浸
透
と
法
具
類
の
整
備
が
な
さ
れ
た
と
さ
れ
る
が
、
そ
れ
は

ま
た
一
二
七
一
年
（
文
永
八
）
に
円
覚
上
人
導
御
に
よ
っ
て
は
じ
め
ら
れ
る
東
院
逆

修
、
一
二
八
八
年
（
正
応
元
）
か
ら
一
三
〇
二
年
（
乾
元
元
）
に
か
け
て
活
躍
し
た

勧
進
聖

教
仏

に
よ
っ
て
は
じ
め
ら
れ
た
北
室
光
明
真
言
会
と
い
っ
た
法
隆
寺
寺
内
で

の
逆
修
、
追
善
供
養
の
催
行
に
連
動
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
仏
塚
古
墳
の

「
供
養
」
第
二
期
の
意
義
を
こ
う
い
っ
た
法
隆
寺
寺
内
の
動
向
が
寺
辺
に
及
ん
だ
も

の

と
み
な
し
た
。
こ
れ
は
当
然
な
が
ら
階
層
的
な
拡
大
を
背
景
に
行
わ
れ
た
こ
と
で

あ
る
。
「
供
養
」
を
維
持
し
た
主
体
は
法
隆
寺
郷
に
あ
り
、
そ
れ
を
構
成
す
る
郷
民

各
層
に
あ
っ
た
も
の
と
考
え
た
。
も
ち
ろ
ん
民
衆
教
化
の
側
面
か
ら
み
る
と
、
細
川

涼
一
氏
に
よ
っ
て
具
体
像
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
寺
辺
律
僧
と
称
さ
れ
る
宗
教
者
の
活

　
　
　
　
　
（
3
）

発

な
活
動
が
あ
る
。
直
接
の
史
料
は
呈
示
で
き
な
い
な
が
ら
、
極
楽
寺
律
僧
の
主
導

に
よ
る
仏
塚
古
墳
の
「
供
養
」
が
行
わ
れ
た
も
の
と
推
察
す
る
。

　
仏
塚
古
墳
の
「
供
養
」
第
二
期
の
終
焉
は
、
供
養
具
の
な
か
で
一
段
と
下
降
す
る

時
期
の
製
作
に
な
る
瓦
質
華
瓶
が
示
す
一
五
世
紀
後
葉
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
↓
方
、

仏
塚
古
墳
で
の
事
情
に
同
調
す
る
か
の
よ
う
に
斑
鳩
・
極
楽
寺
墓
地
で
は
一
五
二
一

年
（
永
正
一
八
）
の
一
結
衆
に
よ
る
地
蔵
石
仏
造
立
を
嗜
矢
と
し
て
、
講
衆
に
よ
る

名
号
碑
の
造
立
が
は
じ
ま
る
。
仏
塚
古
墳
で
の
「
供
養
」
は
そ
の
前
提
と
し
て
の
歴

史
的
意
味
が
付
与
さ
れ
、
一
六
世
紀
前
半
に
は
こ
れ
に
替
わ
っ
た
可
能
性
が
示
唆
さ

れ

る
の
で
あ
る
。
石
塔
が
林
立
し
た
景
観
形
成
に
至
る
斑
鳩
・
極
楽
寺
墓
地
の
郷
墓

化

は
、
こ
の
一
六
世
紀
代
以
降
に
確
立
す
る
可
能
性
が
濃
厚
だ
が
、
仏
塚
古
墳
の

「供
養
」
は
そ
の
前
提
、
過
程
に
あ
る
。

　
（
2
）
墓
郷
形
成
の
各
様
－
柳
本
墓
地
の
場
合

　
さ
て
、
野
崎
氏
の
分
析
、
検
討
に
よ
れ
ば
水
郷
、
山
郷
、
宮
郷
と
墓
郷
の
地
域
的

範
囲
が
ほ
ぼ
一
致
す
る
タ
イ
プ
と
両
者
が
齪
酷
を
き
た
す
タ
イ
プ
に
区
分
で
き
る
と

い

う
。
前
者
は
既
成
の
歴
史
的
地
域
を
踏
襲
し
た
枠
組
み
で
あ
り
、
後
者
は
そ
れ
に

反

し
た
新
た
な
秩
序
の
存
在
に
よ
り
創
出
さ
れ
た
も
の
で
、
具
体
的
に
は
衆
徒
・
国

民
の
勢
力
圏
と
し
て
の
郷
の
「
遺
構
」
で
は
な
い
か
と
し
た
。
そ
の
後
、
戦
国
末
期

の

国
人
郷
と
現
行
の
墓
郷
の
範
囲
が
一
致
し
な
い
こ
と
を
千
田
嘉
博
氏
ら
が
指
摘
し
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（4
）
た
と
こ
ろ
だ
が
、
筒
井
・
越
智
・
十
市
・
箸
尾
・
古
市
の
広
域
支
配
が
確
立
さ
れ
る

以
前
の
国
人
層
の
支
配
領
域
と
現
行
の
墓
郷
に
関
係
性
が
な
い
も
の
か
ど
う
か
は
、

な
お
検
討
す
べ
き
課
題
で
あ
ろ
う
。
野
崎
氏
の
区
分
は
い
ま
も
有
効
な
分
析
方
法
を

示
し
た
も
の
だ
と
考
え
る
が
、
実
態
は
複
雑
で
あ
る
。

　

た
と
え
ば
『
多
聞
院
日
記
』
に
よ
る
と
、
十
市
氏
に
血
縁
関
係
を
も
つ
多
聞
院
英

俊

は
、
一
五
七
〇
年
（
元
亀
元
）
に
「
釜
ロ
ノ
バ
カ
」
、
一
五
七
七
年
（
天
正
五
）

に
「
釜
ロ
バ
カ
」
、
一
五
八
四
年
（
天
正
一
二
）
に
「
地
蔵
院
ノ
バ
カ
」
へ
の
墓
参

が
み

え
る
。
幡
鎌
一
弘
氏
は
こ
の
「
バ
カ
」
を
、
ほ
ぼ
現
行
の
磯
城
郡
天
理
市
柳
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

墓
地
の

こ
と
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
多
聞
院
英
俊
の
里
元
と
の
関
係
や
、
近
縁

者
と
の
関
係
を
考
証
す
る
必
要
も
あ
る
が
、
ひ
と
ま
ず
こ
の
記
事
を
十
市
氏
に
よ
る

国
人
郷
で
あ
る
十
市
郷
の
範
囲
拡
大
に
相
侯
っ
て
、
既
往
の
楊
本
衆
に
よ
る
共
同
墓

地
へ
の
十
市
氏
関
係
者
の
関
与
の
実
態
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
き
た

い
。

　
楊
本
衆
の
基
盤
地
域

は
楊
本
庄
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
一
五
世
紀
後
半
の
荘
園

の

範
囲
と
荘
園
管
理
、
経
営
に
か
か
わ
る
諸
施
設
の
具
体
的
位
置
に
つ
い
て
は
、

『大
乗

院
寺
社
雑
事
記
』
文
明
一
七
年
（
一
四
八
五
）
九
月
二
六
日
条
に
あ
ら
わ
さ

れ
た

挿
図
に
よ
り
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
楊
本
庄
は
興
福
寺
大
乗
院
の
根
本
所
領
の

筆
頭
に
あ
げ
ら
れ
て
お
り
、
記
事
の
頻
度
も
高
い
。
参
看
す
る
に
、
ほ
か
に
荘
園
内

の

水
利
、
山
林
管
理
に
関
連
し
た
記
述
も
あ
る
。
一
帯
の
水
郷
、
山
郷
集
団
の
形
成

の

前
提
に
、
楊
本
庄
の
存
在
が
あ
っ
た
こ
と
が
示
唆
さ
れ
る
。
つ
い
て
は
、
墓
郷
集

団
の
地
域
的
枠
組
み
の
形
成
と
こ
の
楊
本
庄
の
庄
域
、
経
営
は
無
関
係
と
は
言
え
な

い

の
で
あ
る
。

　
柳
本
墓
地

に
関
す
る
情
報
を
提
供
す
る
発
掘
調
査
が
天
理
市
教
育
委
員
会
に
よ
っ

て

な
さ
れ
て
い
る
。
調
査
で
は
二
二
～
一
六
世
紀
代
の
鍛
冶
炉
や
そ
れ
に
と
も
な
う

焼
土
、
排
水
施
設
な
ど
の
検
出
が
あ
り
、
調
査
者
の
青
木
勘
時
氏
は
長
岳
寺
磨
下
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

職
人
集
団
の
実
態
を
示
す
資
料
で
あ
る
と
評
価
さ
れ
た
。
調
査
地
は
長
岳
寺
大
門

（肘
切
門
）
の
西
南
に
隣
接
し
て
お
り
、
調
査
者
が
述
べ
る
と
お
り
中
世
寺
院
の
門

前
の
経
営
を
知
る
稀
少
な
例
と
い
え
る
。
こ
こ
は
ま
た
現
行
の
柳
本
墓
地
か
ら
み
る

と
、
西
北
隣
接
地
に
あ
っ
て
立
地
の
丘
陵
の
先
端
方
向
に
あ
た
る
。
調
査
地
南
半
で

は
中
世
墓
二
基
の
検
出
が
あ
り
、
詳
細
は
不
明
な
が
ら
土
葬
墓
と
み
ら
れ
る
。
一
六

世
紀
後
葉
～
末
葉
に
人
為
的
に
埋
め
ら
れ
た
工
房
施
設
の
円
形
土
坑
（
水
溜
井
戸
）

の

埋
土
か

ら
は
、
い
わ
ゆ
る
箱
仏
が
二
基
、
出
土
し
て
い
る
。
墓
地
に
立
て
ら
れ
て

い

た
も
の
で
あ
ろ
う
。
鍛
冶
工
房
と
墓
地
と
の
境
界
関
係
は
、
検
出
遺
構
の
な
か
で

は
必
ず
し
も
明
示
で
き
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、
鍛
冶
工
房
と
墓
地
の
営
み
が
時
期
的

に
重
複
す
る
こ
と
は
確
実
で
あ
ろ
う
。
両
者
は
近
接
し
て
、
同
時
に
存
在
し
た
。
こ

の

よ
う
に
国
人
郷
と
し
て
の
十
市
郷
が
周
辺
に
関
係
し
て
く
る
以
前
、
少
な
く
と
も

中
世
後
半
期
に
柳
本
墓
地
は
、
楊
本
庄
内
の
東
北
部
分
の
一
隅
を
占
め
た
も
の
と
し

て

成
立
し
て
お
り
、
こ
れ
は
楊
本
衆
に
よ
る
庄
園
の
維
持
、
経
営
と
不
可
分
の
も
の

で

あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。
し
て
み
る
と
、
中
世
の
柳
本
墓
地
は
時
期
や
供
養
の
内
容

に
よ
っ
て
時
に
異
な
る
様
相
を
示
す
。
つ
ま
り
野
崎
氏
が
指
摘
の
ふ
た
つ
の
タ
イ
プ

の

ど
ち
ら
の
側
面
を
も
合
わ
せ
も
つ
の
で
あ
る
。

　
（
3
）
　
斑
鳩
・
極
楽
寺
墓
地
と
中
世
法
隆
寺
郷

　
も
と
に
か
え
っ
て
前
稿
で
は
斑
鳩
・
極
楽
寺
墓
地
の
墓
郷
集
団
の
歴
史
的
、
地
域

的
枠
組
が
中
世
後
半
期
の
法
隆
寺
郷
に
あ
る
と
す
る
点
は
、
あ
ら
か
じ
め
概
ね
了
解

さ
れ
た
も
の
と
判
断
し
て
論
述
し
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
以
下
に
す
こ
し
ふ
れ
て
お

こ
う
。

　
『
嘉
元
記
』
に
よ
る
と
二
二
一
〇
年
（
延
慶
三
）
に
法
隆
寺
の
子
院
蓮
生
院
に
侵

入

し
た
強
盗
に
対
し
て
、
寺
は
法
隆
寺
・
龍
田
・
五
百
井
・
服
部
・
丹
後
・
神
南
・

目
安
・
吉
田
・
富
河
・
笠
目
・
阿
波
・
神
屋
・
幸
前
・
三
井
・
興
留
・
安
堵
・
岡
崎

の
計
一
七
力
村
に
廻
状
し
て
落
書
の
方
式
で
犯
人
の
捜
索
が
行
わ
れ
た
。
現
行
の
斑

鳩
・
極
楽
寺
墓
地
の
墓
郷
は
、
ほ
ぼ
こ
こ
に
あ
ら
わ
れ
た
村
々
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ

て

い

る
。
た
だ
高
安
の
み
こ
こ
に
あ
が
ら
な
い
。
一
方
、
『
斑
鳩
古
寺
便
覧
』
に
よ

る
と
、
文
禄
年
間
（
一
五
九
二
～
一
五
九
六
年
）
ま
で
は
「
十
入
郷
此
来
」
と
あ
り
、
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（
7
）

極
楽
寺
墓
地
を
墓
所
と
し
て
い
た
こ
と
が
み
え
る
。
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
お

り
、
こ
の
範
囲
は
上
記
の
村
々
に
重
な
る
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
つ
ま
り
中
世
後
期

を
通
じ
て
こ
の
地
理
的
枠
組
み
が
維
持
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
ば

か

り
か
犯
人
の
処
刑
の
場
が
極
楽
寺
に
あ
っ
た
こ
と
は
、
法
隆
寺
郷
に
共
有
さ
れ
た

刑
場
と
し
て
す
で
に
］
四
世
紀
初
葉
に
は
極
楽
寺
の
場
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の

と
み
て
よ
い
と
判
断
し
た
。
そ
れ
を
敷
術
し
て
仏
塚
古
墳
の
「
供
養
」
主
体
者
と
そ

の
地
域

を
上
述
の
法
隆
寺
郷
に
あ
る
と
し
た
。
そ
し
て
、
前
稿
で
は
墓
郷
集
団
形
成

の

前
提
と
な
っ
た
法
隆
寺
郷
の
郷
民
の
実
際
の
姿
に
つ
い
て
考
古
資
料
を
用
い
た
描

写
を
試
み
た
。

　
前
置
き
が
長
く
な
っ
た
が
、
一
四
世
紀
初
葉
に
は
す
で
に
現
行
の
墓
郷
の
地
域
的

枠
組
み
が
成
立
し
て
い
た
の
は
、
個
別
、
こ
の
斑
鳩
・
極
楽
寺
墓
地
に
特
化
さ
れ
る

こ
と
な
の
か
。
法
隆
寺
と
寺
辺
に
存
在
し
た
法
隆
寺
郷
と
い
う
特
異
な
事
情
の
な
か

に
起
因
し
た
現
象
と
し
て
限
定
で
き
る
も
の
だ
ろ
う
か
。
国
人
郷
に
先
立
つ
地
域
的

枠
組
み

の
形
成
契
機
に
も
当
然
な
が
ら
歴
史
的
意
味
が
あ
る
。
次
節
に
は
一
見
す
る

と
斑
鳩
・
極
楽
寺
墓
地
と
同
様
の
歴
史
過
程
を
経
た
と
思
わ
れ
る
磯
城
郡
川
西
町
結

崎
墓
地
の
墓
郷
集
団
を
と
り
あ
げ
て
、
上
記
の
問
題
を
考
え
る
ひ
と
つ
の
手
が
か
り

と
し
た
い
。

②
中
世
結
崎
の
範
囲
と
結
崎
墓
地
の
墓
郷
集
団

　
（
1
）
　
中
世
結
崎
の
範
囲
を
示
す
史
料

　
結
崎
墓
地
の
墓
郷
は
、
結
崎
・
唐
院
・
保
田
・
小
柳
・
屏
風
・
三
河
・
伴
堂
・
但

馬
・
黒
田
の
九
ケ
大
字
に
及
ぶ
。
東
西
三
・
五
㎞
、
南
北
三
㎞
、
奈
良
盆
地
中
央
部

の
磯
城
郡

川
西
町
、
三
宅
町
、
田
原
本
町
の
現
行
三
町
に
ま
た
が
る
広
大
な
範
囲
に

あ
り
、
最
大
規
模
の
墓
郷
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
野
崎
氏
は
、
結
崎
宮
を
精
神
的
紐
帯

と
す
る
結
崎
郷
の
郷
民
を
墓
郷
集
団
の
経
営
主
体
と
み
な
さ
れ
て
お
り
、
当
然
な
が

ら
さ
き
の
区
分
で
は
前
者
の
タ
イ
プ
に
含
ま
れ
る
。

　

こ
こ
で
問
題
と
す
る
の
は
、
中
世
結
崎
の
範
囲
と
上
記
の
現
行
結
崎
墓
地
の
墓
郷

集
団
の
関
係
性
で
あ
る
。
現
在
の
大
字
結
崎
は
、
中
村
・
市
場
・
辻
・
井
戸
・
出
屋

敷
の
五
垣
内
か
ら
な
り
寺
川
右
岸
に
と
ど
ま
る
が
、
中
世
後
半
期
の
結
崎
は
も
っ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

広
域
の
地
名
と
し
て
認
識
さ
れ
る
。
条
里
制
に
よ
る
坪
の
明
示
に
よ
り
結
崎
の
地
名

を
比
定
で
き
る
文
書
史
料
を
以
下
に
ま
と
め
た
。
結
崎
は
複
合
表
記
の
地
名
と
し
て

で
て

お
り
、
坪
固
有
名
の
上
に
冠
せ
ら
れ
た
広
域
の
地
名
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た

と
考
え
て
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。

　
〇
　
一
二
八
〇
年
（
弘
安
三
）
、
城
下
郡
路
西
一
一
条
三
里
七
坪
が
「
ユ
ウ
サ
キ
」

　
　

と
あ
る
（
『
鎌
倉
遺
文
』
一
四
一
四
六
）
。
寺
川
右
岸
。
川
西
町
大
字
結
崎
の
小

　
　

字
鎌
田
に
該
当
す
る
。
結
崎
の
中
村
、
辻
垣
内
の
東
側
に
位
置
す
る
。

　

〇
　
一
二
九
四
年
（
永
仁
二
）
、
城
下
郡
路
西
＝
条
五
里
二
二
坪
が
「
夕
崎
字

　
　
土
々

呂
器
」
と
あ
る
（
『
大
佛
燈
油
料
田
記
録
』
）
。
寺
川
左
岸
。
川
西
町
大
字

　
　
唐
院
の
小
字
六
ツ
井
田
に
該
当
す
る
。

　
〇

　
一
二
八
八
年
（
正
応
元
）
、
城
下
郡
路
西
一
二
条
三
里
三
一
坪
が
「
字
結
崎

　
　
率
堵
婆
、
屋
地
」
と
あ
る
（
『
西
大
寺
田
園
目
録
』
）
。
寺
川
左
岸
。
三
宅
町
大

　
　
字
屏
風
の
小
字
麻
部
に
該
当
す
る
。
小
字
境
界
の
南
側
は
一
二
条
と
一
三
条
の

　
　
条
界
に
相
当
し
て
い
る
が
、
他
は
条
里
地
割
の
遺
存
を
観
察
で
き
な
い
。
と
く

　
　
に

西
側
は
筋
違
道
に
接
す
る
。

　

〇
　
一
二
三
〇
年
（
寛
喜
二
）
、
城
下
郡
路
西
二
二
条
三
里
一
〇
坪
が
「
遊
崎
字

　
　
抜
田
樋
尻
」
と
あ
る
（
『
澤
氏
古
文
書
』
）
。
寺
川
左
岸
。
三
宅
町
大
字
伴
堂
小

　
　
字
北
池
田
に
相
当
す
る
。

　
〇
　
一
二
五
六
年
（
建
長
八
）
、
城
下
郡
路
西
一
三
条
三
里
三
一
坪
が
「
ユ
ウ
サ

　
　
キ
字
平
田
」
と
あ
る
（
『
鎌
倉
遺
文
』
七
九
八
八
）
。
三
宅
町
大
字
伴
堂
小
字
西

　
　
口

に
相
当
す
る
。
東
側
は
筋
違
道
に
至
近
す
る
。

　

こ
の
よ
う
に
中
世
結
崎
の
地
名
は
、
寺
川
の
両
岸
、
現
在
の
結
崎
、
唐
院
、
屏
風
、

伴
堂
に
拡
が
る
広
域
地
名
と
し
て
と
ら
え
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
坪
の
明
示
が
な
く
、

具
体
的
に
現
行
の
ど
の
場
所
か
不
明
な
が
ら
『
澤
氏
古
文
書
』
一
一
二
二
〇
年
（
寛
喜
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図2　結崎関連調査地と関連小字図（下図は奈良県立橿原考占学研究所編

　　　『大和国条里復原図』奈良県教育委員会　1980年による、縮尺120000）

　　　山形のスクリーントーンは吐田、下永との境界。南側の大字の多くが結崎墓地の墓郷を構成。

　　　砂目のスクリーントーンは寺川旧流路の地割痕跡を示す。

　　A　ユウサキ　　B　夕崎字土々呂器　　C　字結崎率堵婆、屋地　　D　遊崎字抜田樋尻

　　E　ユウサキ字平田
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二
）
の
「
庭
分
田
畠
等
事
」
に
は
、
「
遊
崎
字
鶴
王
木
」
・
「
遊
崎
字
斎
太
作
」
・
「
字

的
場
垣
内
　
遊
崎
」
の
記
述
が
あ
る
。
ま
た
、
『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
康
正
三
年

（
一
四

五

七
）
五
月
一
二
日
条
に
み
え
る
佐
竹
庄
に
「
イ
ウ
サ
キ
ノ
内
」
と
注
し
て

い

る
し
、
『
川
西
町
史
』
に
は
『
尋
尊
大
僧
正
記
』
応
仁
二
年
（
一
四
六
八
）
一
〇

月
二
日
条
の
反
銭
を
徴
し
た
庄
々
の
う
ち
「
狭
竹
庄
」
が
あ
り
、
細
字
で
「
結
崎
」

と
肩
書
き
し
て
お
り
狭
竹
庄
が
や
は
り
結
崎
の
う
ち
に
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
。
ほ
か

に
『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
寛
正
四
年
（
一
四
六
三
）
三
月
＝
日
条
に
「
二
石
八

　
　
　
　
　
　
チ
ウ
サ
キ

斗
　
池
尻
庄
、
唐
院
沙
汰
」
と
あ
り
、
「
唐
院
」
も
ま
た
「
チ
ウ
サ
キ
（
イ
ウ
サ
キ
）
」

の
う
ち
に
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
（
2
）
　
「
殺
生
禁
断
」
対
象
地
域
と
中
世
結
崎

　
『
感
身
学
正
記
』
寛
元
二
年
（
一
二
四
四
）
二
月
二
五
日
に
「
今
里
野
」
に
仮
屋

を
構
え
て
諸
宿
の
文
殊
惣
供
養
を
遂
げ
た
叡
尊
は
翌
二
六
日
に
、
忍
性
の
亡
母
一
三

回
忌
の
追
善
の
た
め
に
「
結
崎
の
屏
風
」
に
移
住
し
て
い
る
。
忍
性
の
生
誕
地
の
「
屏

風
」
も
ま
た
「
結
崎
」
の
う
ち
に
あ
っ
た
。
こ
こ
で
は
、
在
地
有
力
者
と
み
ら
れ
る

「
十
郎
入
道
」
を
は
じ
め
諸
人
は
「
四
郷
」
の
殺
生
禁
断
を
誓
約
す
る
。
殺
生
禁
断

の
範
囲
が
「
四
郷
」
と
あ
る
の
は
、
「
結
崎
」
が
広
域
で
、
「
四
郷
」
に
よ
る
ひ
と
ま

と
ま
り
の
地
域
（
上
記
の
「
ユ
ウ
サ
キ
」
、
「
夕
崎
」
、
「
遊
崎
」
が
現
在
の
結
崎
・
唐

院
・
屏
風
・
伴
堂
の
丁
度
、
四
地
域
に
冠
さ
れ
て
い
る
の
は
こ
の
「
四
郷
」
を
考
え

る
際
に
参
考
に
し
た
い
。
偶
然
で
は
な
く
、
中
世
後
半
期
の
結
崎
が
こ
の
四
小
地
域

で
構
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
可
能
性
も
追
究
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
）
で
あ
っ
た

こ
と
に
由
来
す
る
と
考
え
る
が
い
か
が
で
あ
ろ
う
か
。

　
さ
て
、
こ
れ
ら
の
史
料
に
み
え
る
中
世
結
崎
の
範
囲
で
あ
る
が
、
現
行
の
結
崎
墓

地
の
墓
郷
の

各
大
字
の
範
囲
に
ほ
ぼ
重
複
す
る
。
こ
こ
は
ひ
と
ま
ず
墓
郷
集
団
の
地

域
的
枠
組
み
が
一
三
世
紀
後
葉
以
前
に
遡
上
す
る
可
能
性
を
示
唆
す
る
史
料
で
あ
る

と
受
け
と
め
て
お
き
た
い
。
も
っ
と
も
こ
れ
だ
け
で
は
、
戦
国
期
、
近
世
、
近
代
を

経
て
も
な
お
今
日
に
及
ぶ
地
域
的
紐
帯
に
つ
い
て
具
体
的
に
解
明
し
た
こ
と
に
は
な

ら
な
い
。
そ
こ
で
次
節
で
は
、

み
も
関
与
す
る
な
か
で
形
成
、

す
る
。

結
崎
墓
地
の
墓
郷
集
団
の
前
提
と
な
る
地
域
的
枠
組

維
持

さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
歴
史
事
業
に
つ
い
て
追
究

③
寺
川
の
付
け
替
え
と
結
崎
墓
地
の
墓
郷
集
団

　
（
1
）
　
諸
河
川
の
歴
史
性
を
め
ぐ
っ
て

　

結
崎
墓
地
の
墓
郷
が

ど
う
し
て
寺
川
を
越
え
て
拡
が
っ
て
い
る
の
か
。
か
ね
て
よ

り
疑
問
を
感
じ
て
い
た
。
斑
鳩
・
極
楽
寺
墓
地
の
墓
郷
も
、
富
雄
川
の
東
西
に
拡

が
っ

て

い

る
。
も
っ
と
も
、
富
雄
川
に
お
い
て
は
時
期
不
明
な
が
ら
付
け
替
え
事
業

が
あ
っ
た
と
み
ら
れ
、
今
日
の
岡
崎
川
の
流
路
が
そ
の
旧
流
路
に
あ
た
る
も
の
で
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

な
い
か
と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
斑
鳩
・
極
楽
寺
墓
地
の
墓
郷
は
富
雄

川
左
岸
に
ま
と
ま
る
こ
と
に
な
る
。
一
方
、
斑
鳩
・
極
楽
寺
墓
地
の
東
方
に
あ
る
生

駒
郡
安
堵
町
の
阿
土
墓
地
は
、
大
和
川
を
挟
ん
だ
対
岸
に
あ
る
大
字
吐
田
を
墓
郷
の

う
ち
に
含
ん
で
お
り
、
こ
の
場
合
は
川
を
挟
ん
で
墓
郷
が
形
成
さ
れ
た
例
と
い
う
こ

と
に
な
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
場
合
が
あ
っ
て
、
こ
れ
を
逐
］
、
疑
問
と
す
る
に
値
し
な

い

こ
と
か
も
し
れ
な
い
。
と
は
い
え
、
現
・
寺
川
は
結
崎
あ
た
り
で
は
城
下
郡
路
西

］
二
条
二
里
、
三
里
の
北
半
を
西
流
し
、
現
・
糸
井
神
社
の
と
こ
ろ
で
屈
曲
し
た
の

ち
北
行
し
て
は
筋
違
道
（
太
子
道
）
に
重
複
の
直
線
流
路
と
し
て
北
西
流
す
る
わ
け

だ

か

ら
、
さ
き
の
富
雄
川
と
同
様
、
い
つ
の
時
点
か
に
人
工
の
制
禦
が
加
え
ら
れ
た

こ
と
に
疑
念
を
挟
む
余
地
は
な
い
。
墓
郷
の
形
成
に
そ
れ
が
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る

こ
と
は
、
考
え
ら
れ
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）
　
　
　
　
（
1
1
）
　
　
　
（
1
2
）

　
奈
良
盆
地
の
河
川
の
歴
史
性
に
つ
い
て
は
、
秋
山
日
出
雄
・
中
井
一
夫
・
宮
本
誠

ら
諸
氏
の
先
行
研
究
が
あ
る
。
ま
ず
秋
山
氏
は
飛
鳥
川
・
葛
城
川
に
人
工
制
禦
を
認

め
、
律
令
国
家
の
勧
農
政
策
の
一
環
と
し
て
平
安
初
期
の
弘
仁
・
天
長
期
（
八
一
〇

～
八
三
四
年
）
の
開
削
、
付
け
替
え
を
主
張
し
た
。
一
方
、
寺
川
に
つ
い
て
は
さ
ら

に
潮
る
七
世
紀
前
半
の
人
工
河
川
化
の
可
能
性
に
言
及
す
る
。
こ
れ
は
、
多
分
に
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図3　寺川1日流路推定地域の現況（2003年1月14日筆者撮影）

『
日
本
書
紀
』
斉
明
二
年
の
「
狂

心

渠
」
の
記
事
を
寺
川
に
対
す
る

河
川
事
業
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る

と
み
な
し
て
の
こ
と
で
あ
る
。
さ

ら
に
は
下
ッ
道
に
即
し
て
流
下
す

る
横
大
路
以
北
の
寺
川
の
付
け
替

え
、
開
削
時
期
が
大
和
の
現
行
の

広
域
条
里
の
施
工
時
期
の
上
限
を

決

定
す
る
も
の
だ
と
し
た
。
そ
し

て

河
川
の
付
け
替
え
を
灌
概
水
路

と
し
て
の
機
能
面
ば
か
り
で
は
な

く
、
水
上
交
通
路
の
整
備
面
に
も

い

ち
は
や
く
着
目
し
た
。
こ
の
こ

と
は
次
章
に
触
れ
る
こ
と
に
な
る

が
、
河
川
の
付
け
替
え
を
多
角
的
に
、
構
造
的
な
歴
史
事
業
と
し
て
と
ら
え
た
も
の

で

あ
り
、
姻
眼
で
あ
る
。
そ
の
後
、
松
浦
茂
樹
氏
も
土
木
工
学
の
観
点
か
ら
大
和
川

水
系
の
諸
河
川
の
多
く
が
、
条
里
地
割
に
一
致
し
た
直
線
的
流
路
で
あ
り
、
自
然
地

形

に
反
し
た
人
為
的
な
河
川
形
態
で
あ
る
と
指
摘
し
た
上
で
、
諸
河
川
の
開
削
契
機

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
　

を
条
里
地
割
の
施
工
と
関
連
づ
け
て
理
解
し
よ
う
と
し
た
。

　
考
占
学
の
発
掘
調
査
成
果
に
も
と
つ
い
て
奈
良
盆
地
の
旧
河
川
の
埋
没
時
期
を
示

し
た
の
は
、
中
井
一
夫
氏
で
あ
る
。
北
葛
城
郡
広
陵
町
箸
尾
遺
跡
、
橿
原
市
土
橋
遺

跡
の

旧
河
川
検
出
例
を
あ
げ
て
、
こ
れ
ら
は
幅
三
〇
〇
～
五
〇
〇
m
に
お
よ
ぶ
間
を

浸
蝕
作
用
を
繰
り
返
し
な
が
ら
流
れ
て
い
た
と
す
る
。
そ
し
て
河
川
内
堆
積
砂
に
含

ま
れ
た
遺
物
の
年
代
を
検
討
さ
れ
て
、
そ
の
埋
没
時
期
を
一
二
世
紀
代
に
あ
る
と
見

解

さ
れ
た
。
な
お
盆
地
南
部
で
は
、
平
安
前
期
に
埋
没
す
る
河
川
が
磯
城
郡
田
原
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
　

町

十
六
面
・
薬
王
寺
遺
跡
で
確
認
さ
れ
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
で
中
井
氏
は
弥
生
遺
跡
の
集
落
群
の
把
握
の
た
め
の
基
礎
作
業
を
研
究
の

出
発
点
と
さ
れ
た
が
、
現
行
河
川
と
異
な
る
旧
河
川
が
一
二
世
紀
代
ま
で
存
続
し
て

い

た
と
い
う
指
摘
は
、
条
里
地
割
の
広
域
化
の
時
期
を
考
え
る
上
で
も
示
唆
深
い
も

の

と
な
っ
た
。
ま
た
現
行
条
里
地
割
の
乱
れ
か
ら
、
旧
河
川
の
抽
出
、
流
路
復
元
を

試
み
て
い
る
。
結
崎
に
関
係
し
て
は
、
「
唐
院
の
集
落
の
東
部
・
島
ノ
山
古
墳
東
部

の
水
田
地
帯
」
、
「
伴
堂
集
落
の
東
北
部
の
水
田
地
帯
」
、
「
石
見
池
の
形
な
ら
び
に
こ

れ

の
北
側

の
地

域
」
に
断
続
的
な
条
里
地
割
の
乱
れ
を
指
摘
さ
れ
、
つ
い
て
は
こ
れ

ら
を
つ
な
い
で
北
西
－
南
東
方
向
の
旧
河
川
の
流
路
復
元
案
を
示
さ
れ
た
。

　
仮

に
上
記
の
旧
河
川
が
恒
常
的
に
古
代
以
来
、
中
世
後
半
期
ま
で
機
能
し
て
い
た

も
の
だ
と
す
る
と
、
結
崎
墓
地
の
墓
郷
集
団
の
前
提
と
な
る
地
域
的
枠
組
み
を
考
え

る
う
え
に
看
過
で
き
な
い
。
の
ち
ほ
ど
改
め
て
ふ
れ
る
が
、
私
は
中
世
前
半
期
の
寺

川
の
恒
常
的
な
流
路
は
、
現
・
寺
川
の
北
方
域
に
あ
り
、
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
中
井

一
夫
氏
の
流
路
復
元
案
の
南
北
で
実
際
に
検
出
さ
れ
た
旧
流
路
は
幾
度
か
の
洪
水
の

痕
跡

（結
果

と
し
て
、
古
代
以
前
の
旧
流
路
を
再
現
す
る
形
で
流
下
し
た
の
で
は
な

い
か

と
考
え
る
。
こ
れ
は
こ
こ
で
主
張
の
寺
川
の
付
け
替
え
事
業
に
よ
っ
て
、
引
き

起

こ
さ
れ
た
事
態
で
あ
る
可
能
性
も
追
究
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
）
で
は
な
い
か

と
考
え
る
。
屏
風
・
梅
戸
・
唐
院
・
保
田
に
関
係
す
る
「
名
号
水
請
堤
」
が
設
置
さ

れ

て

い

る
の
も
、
こ
の
よ
う
な
一
時
的
な
出
水
に
備
え
て
の
こ
と
で
あ
る
の
は
言
う

ま
で
も
な
い
。

　
次

に
農
業
技
術
史
の
観
点
か
ら
宮
本
誠
氏
は
考
古
学
調
査
、
お
よ
び
文
献
史
料
に

み

え
る
「
河
成
」
表
記
に
注
意
さ
れ
、
条
里
地
割
が
施
工
さ
れ
た
の
ち
の
一
二
世
紀

を
中
心
に
河
川
の
付
け
替
え
が
あ
っ
た
と
さ
れ
た
。
そ
し
て
こ
の
付
け
替
え
後
の
河

川
、
す
な
わ
ち
現
行
河
川
の
特
徴
と
し
て
集
水
区
域
と
灌
概
区
域
が
重
複
し
な
い
点

に
着
日
す
る
。
そ
れ
は
灌
慨
と
集
水
の
反
復
利
用
が
可
能
と
な
り
、
用
水
不
足
の
地

域

に
と
っ
て
は
そ
の
確
保
上
、
格
好
の
形
態
で
あ
り
土
地
の
集
約
化
を
高
め
る
も
の

に
な
っ
た
と
言
う
。
つ
い
て
は
河
川
の
付
け
替
え
は
灌
概
を
重
視
し
た
も
の
で
あ
っ

た
と
み
る
。
こ
れ
も
後
段
ふ
れ
る
が
、
条
里
水
田
の
広
域
化
、
結
崎
墓
地
が
条
里
地

割
施
工
域
の
周
縁
に
営
ま
れ
た
こ
と
と
関
連
つ
く
重
要
な
指
摘
で
あ
る
と
考
え
る
。

96



今尾文昭［墓郷形成の前提］

　
（
2
）
寺
川
の
付
け
替
え
を
め
ぐ
る
考
古
学
調
査

　
結
崎
墓
地
の
墓
郷
に
含
ま
れ
る
範
囲
は
、
整
然
と
営
ま
れ
た
条
里
型
水
田
が
村
々

の

間
に
ひ
ろ
が
る
。
奈
良
盆
地
の
田
園
風
景
の
典
型
と
も
い
え
る
地
域
で
あ
る
。

も
っ
と
も
一
九
九
〇
年
代
以
降
、
中
世
結
崎
の
一
帯
を
含
ん
で
盆
地
を
南
北
に
縦
断

す
る
「
京
奈
和
自
動
車
道
」
の
建
設
計
画
が
本
格
始
動
し
た
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
地

域
的
特
色
を
大
き
く
変
貌
さ
せ
る
可
能
性
が
で
て
き
た
。
発
掘
調
査
も
こ
の
建
設
に

と
も
な
う
事
前
緊
急
調
査
と
し
て
、
急
速
に
進
め
ら
れ
て
い
る
。
結
崎
墓
地
の
墓
郷

形
成
の
前
提
を
検
討
す
る
上
に
必
要
な
考
古
学
情
報
も
そ
の
よ
う
な
な
か
で
蓄
積
さ

れ
て

き
た
。
本
節
で
は
近
年
の
考
古
学
成
果
を
も
と
に
、
前
章
に
推
断
し
た
中
世
結

崎
の

範
囲
に
お
け
る
歴
史
的
、
地
理
的
環
境
の
復
元
と
寺
川
の
付
け
替
え
時
期
に
つ

い
て

考
え
る
。
便
宜
上
、
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
成
果
を
ω
河
川
、
②
集
落
、

③
耕
地
、
④
古
墳
に
分
け
て
そ
れ
ぞ
れ
ま
と
め
る
こ
と
と
し
た
。

　
D
　
　
可
H

　
中
世
結
崎
の
範
囲
に
お
け
る
旧
河
川
の
確
認
は
、
概
ね
五
ケ
所
に
分
か
れ
る
。
旧

河

川
の
検
出
は
、
「
京
奈
和
自
動
車
道
」
予
定
地
内
の
遺
跡
有
無
、
密
度
を
確
認
す

る
た
め
の
試
掘
調
査
時
に
明
ら
か
に
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
通
常
、
河
川
の
確
認
箇

所

は
本
調
査
対
象
外
と
す
る
行
政
上
の
判
断
が
と
ら
れ
る
た
め
、
計
画
道
路
の
幅
員

両
側

に
設
け
ら
れ
た
幅
四
m
の
試
掘
ト
レ
ン
チ
に
お
け
る
調
査
時
の
所
見
の
み
で
完

了
と
さ
れ
る
。
従
っ
て
旧
河
川
の
規
模
、
埋
没
時
期
の
確
定
、
流
路
の
方
向
、
人
為

の

程
度
の
把
握
な
ど
に
不
充
分
な
点
も
あ
り
、
そ
れ
ら
を
勘
案
し
た
上
で
評
価
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
な
お
諸
事
例
は
調
査
の
進
捗
に
し
た
が
っ
て
南
側
か
ら
記
し
た
。

　

A
　
伴
堂
池
南
側
　
磯
城
郡
三
宅
町
伴
堂
池
の
す
ぐ
南
側
に
つ
づ
く
三
枚
の
水
田

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

下
の

試
掘
調

査

で
、
旧
河
川
の
確
認
が
あ
っ
た
。
磯
城
郡
路
西
一
四
条
三
里
五
坪

（小
字
五
ノ
坪
）
、
同
四
坪
（
小
字
四
ノ
坪
）
、
同
三
坪
（
小
字
石
橋
）
に
該
当
す
る
。

現
行
小
字
名
が
条
里
制
に
も
と
つ
く
坪
付
の
数
詞
に
よ
る
こ
と
で
も
わ
か
る
よ
う
に
、

条
里
型
地
割
を
示
す
水
田
下
に
確
認
さ
れ
た
。
範
囲
内
で
南
東
ー
北
西
方
向
の
少
な

く
と
も
四
本
の
旧
河
川
が
存
在
し
た
（
一
九
九
四
年
度
試
掘
調
査
第
二
～
七
ト
レ
ン

チ
）
。
第
－
層
と
さ
れ
た
現
水
田
の
床
土
直
下
に
検
出
し
て
お
り
、
い
ず
れ
か
ら
も

遺
物
の
出
土
は
な
い
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。

　

B
　
伴
堂
池
と
屏
風
池
の
中
間
　
伴
堂
池
か
ら
北
側
に
か
け
て
の
水
田
三
枚
分
程

度
が
、
大
規
模
な
集
落
遺
跡
に
な
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
伴
堂
東
遺
跡
で
あ
る
。
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

の

北
側
二
枚
分
の
水

田
下
に
旧
河
川
が
存
在
し
た
。
こ
こ
は
伴
堂
池
と
屏
風
池
の
ほ

ぼ
中
間
に
あ
た
る
。
ま
た
伴
堂
東
遺
跡
と
埋
没
古
墳
群
の
あ
る
三
河
遺
跡
の
間
に
位

置
す
る
。
条
里
坪
付
に
よ
る
呼
称
で
は
、
城
下
郡
路
西
一
三
条
二
里
二
七
坪
（
小
字

コ

モ

ラ
）
、
同
二
六
坪
（
小
字
六
反
田
）
に
該
当
す
る
。
南
東
ー
北
西
方
向
の
旧
河

川
と
東
西
方
向
の
旧
河
川
が
確
認
さ
れ
た
（
一
九
九
四
年
度
試
掘
調
査
第
一
〇
・
一

ニ

ト
レ
ン
チ
）
。
試
掘
調
査
第
一
〇
ト
レ
ン
チ
中
央
で
は
、
第
－
層
以
下
に
砂
礫
の

堆
積
が
顕
著
で
あ
る
と
い
う
。
出
土
遺
物
の
報
告
は
な
い
。

　

C
　
寺
川
南
側
　
現
在
の
寺
川
の
す
ぐ
南
側
で
も
旧
河
川
の
確
認
が
あ
る
（
三
河

　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

遺
跡
第
三
次
調
査
）
。
城
下
郡
路
西
一
二
条
二
里
九
坪
（
小
字
北
の
坪
）
に
調
査
区

が

設
定
さ
れ
、
幅
約
五
m
の
南
東
ー
北
西
方
向
の
流
路
（
S
R
O
1
）
の
検
出
が
あ
っ

た
。
三
五
〇
〇
，
m
あ
る
調
査
区
の
北
端
に
あ
た
り
、
も
っ
と
も
寺
川
に
至
近
す
る
位

置
に
あ
る
。
流
路
内
か
ら
の
遺
物
の
出
土
は
な
く
、
直
接
に
時
期
を
知
る
こ
と
が
で

き
な
い
が
、
断
面
観
察
か
ら
一
五
～
一
六
世
紀
代
の
第
三
水
田
面
を
検
出
し
た
層
位

（第
六
層
）
に
先
行
す
る
と
報
告
さ
れ
た
。
次
に
説
明
す
る
寺
川
北
側
で
は
、
近
世

の

流
路
の

検
出
が
あ
っ
た
。
現
寺
川
の
流
路
の
固
定
化
は
、
さ
ら
に
時
代
を
降
る
こ

と
に
な
ろ
う
と
思
わ
れ
る
が
、
と
り
あ
え
ず
現
寺
川
の
南
北
に
流
路
が
見
い
だ
さ
れ

て

お
り
、
南
側
の
も
の
は
一
五
世
紀
以
前
に
は
存
在
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

D
　
寺
川
北
側
　
現
在
の
寺
川
の
す
ぐ
北
側
の
城
下
郡
路
西
一
二
条
二
里
三
坪

（小
字

ナ
シ
メ
）
で
は
、
少
な
く
と
も
二
本
以
上
の
旧
河
川
が
あ
る
（
一
九
九
九
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

度
試
掘
調
査
第
五
ト
レ
ン
チ
）
。
図
上
計
測
で
ひ
と
つ
が
幅
約
一
二
m
、
あ
と
ひ
と

つ
が
幅
約
八
m
で
あ
る
。
北
西
か
ら
西
へ
と
流
路
を
変
化
さ
せ
て
い
る
。
現
・
寺
川

も
丁
度
、
こ
の
あ
た
り
で
屈
曲
す
る
が
検
出
の
旧
河
川
も
そ
れ
に
対
応
す
る
状
況
に

あ
る
。
流
路
内
か
ら
は
近
世
陶
磁
器
片
の
出
土
が
あ
る
。
寺
川
の
流
路
が
固
定
し
た
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時
期
を
推
測
す
る
資
料
と
な
る
だ
ろ
う
と
報
告
さ
れ
た
。

　

E
　
寺
川
と
大
和
川
（
初
瀬
川
）
の
中
間
　
D
地
点
の
北
東
側
で
は
地
山
が
上
昇

し
、
庵
治
遺
跡
が
営
ま
れ
る
。
さ
ら
に
北
東
の
城
下
郡
路
西
一
二
条
一
里
三
六
坪

（小
字

南
角
田
）
で
二
本
、
つ
づ
い
て
北
西
の
路
西
一
一
条
一
里
三
〇
坪
（
小
字
北

之

町
）
で
数
本
の
旧
河
川
が
存
在
し
た
（
一
九
九
九
年
度
試
掘
調
査
第
ニ
ト
レ
ン
チ
、

　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

第
一
ト
レ
ン
チ
東
）
。
現
行
は
広
域
に
条
里
型
水
田
が
展
開
す
る
。
さ
て
三
六
坪
（
第

ニ

ト
レ
ン
チ
）
で
は
河
川
堆
積
に
よ
る
不
安
定
な
砂
質
土
が
全
体
に
み
ら
れ
、
確
認

の

二
本
の

旧
河
川
は
そ
れ
を
ベ
ー
ス
と
し
た
南
東
ー
北
西
方
向
の
流
路
で
あ
る
。
図

上
計

測
で
ひ
と
つ
は
幅
約
二
m
、
あ
と
ひ
と
つ
は
幅
約
四
m
で
あ
る
。
旧
河
川
の
検

出
面
で
六
世
紀
末
～
七
世
紀
の
須
恵
器
杯
が
出
土
し
て
い
る
。
砂
層
ベ
ー
ス
は
次
の

三
〇

坪
（
第
一
ト
レ
ン
チ
）
に
つ
づ
く
が
、
ト
レ
ン
チ
南
端
で
は
微
高
地
と
な
る
。

N
R
O
1
は
こ
の
縁
辺
を
北
流
す
る
旧
河
川
で
あ
る
。
幅
二
七
m
に
及
ん
だ
が
、
最

終

的
に
は
幅
八
m
に
狭
ま
る
と
報
告
さ
れ
た
。
最
終
流
路
内
か
ら
は
、
弥
生
時
代
中

期
の
土
器
片
が
出
土
し
て
い
る
。
報
告
で
は
こ
の
土
器
片
に
よ
り
時
期
認
定
が
計
ら

れ
て

い

る
よ
う
だ
が
、
報
告
者
が
記
す
よ
う
に
細
片
で
磨
滅
し
た
土
器
片
で
あ
り
、

時
期
は
こ
の
限
り
で
は
な
い
と
考
え
る
。
な
お
さ
ら
に
北
側
に
三
本
の
流
路
が
確
認

さ
れ
て
い
る
。
幅
一
・
二
～
一
・
九
m
、
深
さ
六
〇
㎝
で
、
ト
レ
ン
チ
内
で
は
完
掘

さ
れ
た
が
出
土
遺
物
は
皆
無
で
あ
っ
た
。

　

②
　
集
落

　
「
京
奈
和
自
動
車
道
」
建
設
に
と
も
な
う
事
前
緊
急
発
掘
調
査
に
お
い
て
集
落
に

関
連
す
る
遺
構
が
確
認
さ
れ
た
の
は
、
伴
堂
東
遺
跡
で
あ
る
。
磯
城
郡
三
宅
町
伴
堂

池

を
南
端
と
し
、
そ
れ
よ
り
北
側
一
帯
に
拡
が
っ
て
い
る
。
現
在
の
伴
堂
集
落
か
ら

は
東
方
に
あ
た
る
こ
と
か
ら
新
た
に
伴
堂
東
遺
跡
と
名
付
け
ら
れ
た
。
調
査
対
象
地

北
半
を
第
一
次
調
査
と
し
て
一
九
九
五
年
度
に
、
南
半
を
第
二
次
調
査
と
し
て
一
九

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

九
九
年
度
に
そ
れ
ぞ
れ
発
掘
調
査
さ
れ
た
。
双
方
を
合
わ
せ
る
と
調
査
面
積
は
一
〇

〇

〇

〇
，
m
を
越
す
。
第
二
次
調
査
で
は
、
約
七
〇
〇
〇
，
m
の
調
査
で
コ
ン
テ
ナ
約
三

六
〇

箱
分
に
の
ぼ
る
遺
物
が
出
土
し
て
い
る
。
ま
た
、
遺
構
密
度
も
全
体
に
わ
た
っ

て

高
い
。
第
一
次
調
査
地
の
基
本
土
層
は
、
褐
色
砂
質
土
（
耕
作
土
）
、
オ
リ
ー
ブ

褐
色
砂
質
土
（
床
土
）
、
灰
褐
色
粘
質
土
（
包
含
層
）
、
地
表
下
三
〇
～
四
〇
㎝
で
い

わ
ゆ
る
地
山
に
な
る
。
地
山
は
場
所
に
よ
っ
て
多
少
の
異
な
り
が
あ
る
。
暗
褐
色
シ

ル

ト
を
基
調
と
し
、
中
央
部
で
は
黄
褐
色
シ
ル
ト
お
よ
び
灰
褐
色
砂
質
土
、
北
部
で

は
黄
褐
色
粘
土
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
。
第
二
次
調
査
地
で
は
、
第
一
次
調
査
地
に

つ
づ
く
北
端
で
、
地
表
下
約
四
〇
㎝
、
南
端
で
地
表
下
約
一
三
〇
㎝
に
遺
構
…
面
の

ベ

ー
ス
と
な
る
黄
褐
色
粘
土
層
の
検
出
が
あ
っ
た
。
旧
河
川
検
出
ω
ー
E
地
点
の
よ

う
な
砂
層
ベ
ー
ス
が
み
ら
れ
な
い
点
は
注
意
し
て
お
き
た
い
。
た
だ
し
、
縄
文
晩
期

に
は
幅
四
～
一
〇
m
の
自
然
流
路
が
存
在
す
る
。
そ
れ
以
降
は
弥
生
時
代
前
期
の
方

形
周
溝
墓
、
古
墳
時
代
前
期
を
中
心
と
す
る
多
数
の
土
坑
、
飛
鳥
・
奈
良
時
代
の
建

物
群
、
平
安
時
代
後
半
の
建
物
、
溝
、
井
戸
、
土
坑
な
ど
の
確
認
が
あ
る
。

　

な
か
で
も
第
二
次
調
査
地
で
確
認
さ
れ
た
が
、
古
墳
時
代
後
期
に
な
る
と
一
辺
三

五

～
五
〇
m
の
方
形
の
区
画
溝
が
設
け
ら
れ
て
、
な
か
に
小
規
模
の
掘
立
柱
建
物
が

配
置
さ
れ
る
状
況
に
あ
る
。
調
査
者
の
坂
靖
氏
は
こ
れ
を
「
先
駆
的
な
方
形
地
割
の

土
台
」
と
な
っ
た
と
い
う
。
報
告
者
の
主
張
ど
お
り
一
帯
が
他
地
域
に
先
駆
し
て
集

約
性
の
高
い
土
地
利
用
が
古
墳
時
代
後
期
以
降
に
な
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
資
料
だ
と

思

わ
れ
る
。
次
に
平
安
時
代
前
半
期
の
遺
構
は
、
明
確
で
な
い
も
の
の
後
半
期
に
は

再
び
活
況
を
呈
す
る
。
た
と
え
ば
第
一
次
調
査
地
で
は
、
井
戸
S
E
一
〇
〇
四
か
ら

一
一
世
紀
前
半
の
黒
色
土
器
椀
の
出
土
、
土
坑
S
K
一
〇
〇
七
は
黒
色
土
器
椀
と
瓦

器
椀
が
共
存

し
て
お
り
、
一
一
世
紀
中
葉
の
営
み
と
み
ら
れ
る
。
さ
ら
に
井
戸
S
E

一
〇

〇
三
か
ら
は
一
一
世
紀
後
半
代
の
瓦
器
椀
の
出
土
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）

伴
堂
東
遺
跡
北
西
約
一
〇
〇
m
の
小
字
シ
リ
エ
ダ
で
も
一
九
九
二
年
に
調
査
が
あ
り
、

そ
の
際
に
井
戸
S
E
l
O
一
の
確
認
が
あ
り
、
一
一
世
紀
末
～
二
一
世
紀
代
の
瓦
器

椀
が
多
量
に
出
土
し
た
。
す
な
わ
ち
伴
堂
東
遺
跡
が
北
西
に
む
か
っ
て
拡
が
り
を
も

つ

こ
と
を
示
す
。

　

な
お
先
に
触
れ
た
中
井
一
夫
氏
が
旧
河
川
の
流
路
痕
跡
と
み
な
し
た
も
の
の
う
ち

で
、
「
伴
堂
集
落
の
東
北
部
の
水
田
地
帯
」
は
、
こ
の
伴
堂
東
遺
跡
に
該
当
す
る
も
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三河遺跡第3次調査（第3水田面一15～16世紀末ごろ、SRO1は先行。縮尺1／1200）
1999年度試掘調査第1トレンチ（縮尺1／1200）
　　　左上一第1トレンチ西　素掘小溝出土瓦器椀（縮尺1／4）
　　　右下一第1トレンチ東　NRO1土層図中央のくぼみは最終埋没土層
三河3号墳と素掘小溝の状況（縮尺1／1200）
伴堂東遺跡主要遺構の変遷
伴堂東遺跡第1次調査地SE1004出土黒色土器（縮尺1／5）
伴堂東遺跡第1次調査地SE1003出土瓦器椀（縮尺1／5）
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の

と
思
わ
れ
る
。
こ
の
部
分
で
の
条
里
地
割
の
乱
れ
は
、
灌
概
用
水
の
充
足
と
の
関

連
や
集
落
立
地
と
の
関
連
か
ら
広
域
な
条
里
地
割
が
施
工
さ
れ
得
な
い
範
囲
を
示
し

た
も
の
と
理
解
す
る
の
が
適
当
と
考
え
る
。

　

こ
の
よ
う
に
伴
堂
東
遺
跡
は
各
時
代
の
集
落
遺
跡
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き

る
が
、
鎌
倉
時
代
後
半
の
＝
二
世
紀
代
に
な
る
と
調
査
地
全
体
に
わ
た
っ
て
素
掘
小

溝
の
営
み
が
顕
著
と
な
る
。
つ
ま
り
集
落
か
ら
耕
地
へ
と
土
地
利
用
を
変
化
さ
せ
た

こ
と
が
わ
か
る
。
さ
ら
に
素
掘
小
溝
自
体
も
第
二
次
調
査
第
一
ト
レ
ン
チ
で
は
、
斜

行
方
向
か
ら
室
町
時
代
後
半
に
は
広
域
条
里
方
向
に
転
換
す
る
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。

土
地

用
途
が
変
化
し
た
事
態
に
つ
づ
い
て
耕
地
の
地
割
に
変
化
を
き
た
し
た
こ
と
も

注
意
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
ひ
と
ま
ず
中
世
の
伴
堂
東
遺
跡
に
お
け
る
土
地
利
用
の
大

き
な
転
換
が
一
三
世
紀
代
に
あ
る
と
の
見
通
し
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
③
　
耕
地

　
調
査
の

対
象
と
な
っ
た
地
域
は
く
り
か
え
し
ふ
れ
た
よ
う
に
広
域
条
里
地
割
に
よ

る
水
田
が
よ
く
保
持
さ
れ
た
一
帯
で
あ
り
、
た
だ
集
落
遺
跡
の
伴
堂
東
遺
跡
周
辺
に

乱
れ
が
看
取
さ
れ
る
程
度
で
あ
る
。
一
帯
で
の
中
世
の
耕
地
の
状
況
は
、
三
河
遺
跡

と
庵
治
遺
跡
の
調
査
例
に
示
さ
れ
て
い
る
。

　

A
　
寺
川
南
側
　
現
・
寺
川
の
南
側
で
旧
河
川
が
確
認
さ
れ
た
三
河
遺
跡
第
三
次

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
2
2
）

調
査
（
調
査
面
積
三
五
〇
〇
㎡
）
で
は
、
三
時
期
に
わ
た
る
水
田
面
が
確
認
さ
れ
た
。

中
世
結
崎
の
条
里
制
の
施
工
実
態
を
知
る
稀
少
な
調
査
事
例
と
な
っ
た
が
、
そ
れ
に

と
ど
ま
ら
ず
寺
川
の
付
け
替
え
事
業
を
さ
ぐ
る
情
報
も
併
せ
て
提
供
さ
れ
た
。
基
本

土
層
は
耕
作
土
（
第
一
層
）
の
下
位
に
近
世
か
ら
近
代
の
水
田
耕
作
層
（
第
二
～
五

層
）
が
あ
り
、
さ
ら
に
下
に
灰
色
粘
土
層
（
第
六
層
）
、
青
灰
色
な
い
し
は
褐
灰
色

粘
土
層
（
第
七
層
）
、
榿
色
粘
質
土
層
（
第
八
層
）
、
黒
褐
色
粘
土
層
（
第
九
層
）
、

黄
褐
色
粘
土
層
（
第
一
〇
層
）
、
そ
の
下
位
が
地
山
と
さ
れ
た
青
灰
色
粘
土
層
（
第

一
一
層
）
と
な
っ
て
お
り
、
古
く
か
ら
の
河
川
作
用
に
よ
る
砂
層
形
成
が
う
か
が
え

な
い
箇
所
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
の
う
ち
第
六
層
で
は
、
一
五
～
一
六
世
紀
末
頃
に
機
能
し
た
第
三
水
田
面
が
検

出
さ
れ
た
。
六
枚
の
条
里
型
水
田
と
畦
畔
、
畑
お
よ
び
小
区
画
水
田
、
島
畑
、
井
戸
、

溜
井
、
そ
し
て
さ
き
ほ
ど
ふ
れ
た
旧
河
川
（
S
R
O
1
）
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
。

た
だ
し
S
R
O
1
は
第
三
水
田
面
の
形
成
に
先
行
す
る
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。

　
第
七
層
に
は
第
二
水
田
面
が
検
出
さ
れ
た
。
同
じ
く
六
枚
の
条
里
型
水
田
と
畦
畔
、

水

ロ
、
島
畑
、
畑
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
い
ず
れ
も
小
片
と
さ
れ
る
が
、
水
田
面
か

ら
一
二
～
一
三
世
紀
の
瓦
器
椀
、
土
師
器
、
水
田
面
の
上
に
盛
ら
れ
た
島
畑
か
ら
は

一
四

世
紀
末
葉
の
瓦
質
摺
鉢
、
ほ
か
に
黒
色
土
器
、
瓦
の
出
土
が
あ
る
。
報
告
で
は

第
二
水
田
面
の
機
能
時
期
を
一
二
世
紀
初
葉
を
上
限
に
一
四
世
紀
後
半
ま
で
と
し
、

周
辺
で
の
一
二
世
紀
代
の
広
域
な
条
里
型
地
割
施
工
の
可
能
性
を
示
唆
す
る
。

　
第
八
層
に
は
第
一
水
田
面
が
検
出
さ
れ
た
。
八
・
二
～
三
五
・
三
㎡
の
大
き
さ
の

五
二
枚
の
水
田
と
畦
畔
、
用
水
路
と
目
さ
れ
る
幅
二
～
二
・
五
m
、
幅
二
〇
㎝
の
溝

が

あ
る
。
畦
畔
は
北
西
ー
南
東
お
よ
び
そ
れ
に
直
交
す
る
方
向
に
あ
る
。
水
田
面
か

ら
は
六
世
紀
末
葉
～
七
世
紀
初
葉
の
須
恵
器
杯
身
、
土
師
器
甕
の
出
土
が
あ
る
。
第

一
水
田
面
は
古
墳
時
代
の
水
田
で
あ
る
。
さ
ら
に
下
位
の
第
一
〇
層
か
ら
は
四
本
程

度
の
旧
河
川
な
い
し
は
溝
の
検
出
が
あ
る
。
う
ち
S
R
O
4
は
直
線
溝
で
古
墳
時
代

前
期
の
甕
が
出
土
し
て
い
る
。

　
第
二
・
三
水
田
面
は
条
里
型
水
田
で
あ
り
、
検
出
の
坪
境
相
当
畦
畔
の
交
差
点
の

南
東
が
城
下
郡
路
西
一
二
条
二
里
八
坪
に
、
同
じ
く
北
東
が
九
坪
、
北
西
が
一
六
坪
、

南
西
が
一
七
坪
に
あ
た
る
。
報
告
者
の
山
田
隆
文
氏
は
第
二
水
田
面
で
は
条
里
復
元

に
ほ
ぼ
見
合
う
位
置
で
、
坪
境
と
な
る
東
西
方
向
の
畦
畔
を
検
出
し
た
の
に
対
し
て
、

時
期
が
降
る
第
三
水
田
面
で
は
こ
れ
が
や
や
南
に
ズ
レ
る
点
を
指
摘
す
る
。
さ
ら
に

第
三
水
田
面
で
は
水
田
の
大
き
さ
に
不
統
一
性
が
認
め
ら
れ
、
畑
地
も
増
加
す
る
点

を
指
摘
し
た
。
そ
し
て
当
初
、
整
然
と
施
工
さ
れ
た
条
里
型
水
田
が
微
妙
な
形
状
変

化

に
至
る
の
は
、
寺
川
の
流
路
変
化
や
土
地
所
有
の
関
係
に
変
化
が
あ
っ
た
の
で
は

な
い
か
と
す
る
。

　

こ
う
い
っ
た
面
的
調
査
が
な
さ
れ
て
、
寺
川
南
側
で
は
条
里
型
水
田
の
広
域
化
の

形
成

が
一
二
～
一
三
世
紀
代
に
あ
る
と
さ
れ
た
点
は
意
義
深
い
。
た
だ
し
一
一
世
紀
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初
葉
の
黒
色
土
器
が
、
第
二
水
田
面
で
出
土
し
て
い
る
こ
と
で
も
わ
か
る
よ
う
に
、

周
辺
に
お
け
る
土
地
利
用
は
広
域
の
条
里
施
工
に
先
行
し
て
な
さ
れ
て
い
る
し
、
後

述
す
る
三
河
遺
跡
第
四
次
調
査
地
で
検
出
し
た
一
〇
世
紀
前
後
の
正
方
位
を
な
す
小

溝
の

存
在
も
あ
り
、
条
里
地
割
に
も
と
つ
く
開
発
は
周
辺
で
は
部
分
的
、
段
階
的
に

進
行

し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
寺
川
の
付
け
替
え
事
業
も
こ
の
よ
う
な
土
地
利

用
、
経
済
的
ス
ト
ッ
ク
が
あ
っ
た
こ
と
を
前
提
に
企
図
さ
れ
た
も
の
と
考
え
る
が
、

と
も
か
く
三
河
遺
跡
第
三
次
調
査
に
よ
り
第
二
水
田
面
形
成
時
か
ら
第
三
水
田
面
形

成
以
前
の
間
の
］
二
～
一
四
世
紀
に
、
寺
川
の
付
け
替
え
事
業
が
な
さ
れ
条
里
制
施

工
域
の

農
耕
地
の
再
編
成
が
な
さ
れ
た
可
能
性
が
示
さ
れ
た
も
の
と
理
解
し
て
お
き

た
い
。

　

B
　
寺
川
北
側
　
現
在
の
寺
川
の
北
側
に
所
在
の
天
理
市
庵
治
遺
跡
（
調
査
面
積

三

五
〇

〇
，
m
）
で
は
、
縄
文
時
代
晩
期
の
遺
物
包
含
層
（
黒
褐
色
粘
土
層
）
、
弥
生

時
代
中
期
の
方
形
周
溝
墓
、
古
墳
時
代
前
期
の
土
坑
、
ピ
ッ
ト
と
と
も
に
素
掘
小
溝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
ね

一
二

三

条
分
が
検
出
さ
れ
た
。
こ
こ
は
城
下
郡
路
西
一
二
条
一
里
三
五
坪
（
小
字
ロ

ン

テ

ン
）
、
同
一
二
条
二
里
二
坪
（
小
字
上
ク
ロ
ノ
坪
）
に
該
当
す
る
。
寺
川
お
よ

び
大
和
川
（
初
瀬
川
）
の
洪
水
が
常
態
化
す
る
一
帯
と
は
い
え
、
条
里
型
水
田
が
広

域

に
形
成
さ
れ
て
い
る
。
調
査
報
告
に
も
常
に
湧
水
が
あ
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い

る
。
検
出
の
素
掘
小
溝
は
重
複
関
係
か
ら
三
群
に
分
別
さ
れ
る
。
中
央
の
一
群
が
先

行
し
、
自
然
の
屈
曲
を
示
す
と
さ
れ
る
が
、
な
か
に
や
や
新
し
い
溝
と
し
て
幅
五
〇

㎝
の

S
D
1
0
3
の
検
出
が
あ
り
、
こ
れ
は
条
里
の
里
界
の
想
定
線
上
に
あ
る
。
S

D
1
0
3
の
溝
底
か
ら
は
破
砕
し
て
い
た
が
、
逆
位
の
状
態
で
配
置
さ
れ
た
瓦
器
椀

の

出
土
が
あ
っ
た
。
高
台
は
退
化
傾
向
を
示
す
が
、
な
お
復
元
口
径
一
四
・
五
㎝
、

器
高
五
・
二
㎝
の
法
量
を
も
つ
。
一
二
世
紀
後
葉
に
帰
属
す
る
も
の
で
あ
る
。
素
掘

小
溝
群

は
乾
田
化
に
と
も
な
う
農
耕
地
で
の
土
地
利
用
を
示
す
遺
構
と
み
て
よ
い
だ

ろ
う
し
、
条
里
地
割
に
則
す
る
溝
が
一
二
世
紀
後
葉
に
時
期
的
な
定
点
を
置
く
点
は

注
意
さ
れ
る
。
ま
た
、
現
在
の
寺
川
に
至
近
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
実
際
は
洪

水
に
よ
る
遺
構
面
の
流
失
も
な
く
、
今
日
ま
で
維
持
さ
れ
て
き
た
点
も
留
意
し
て
お

き
た
い
。
こ
れ
は
庵
治
遺
跡
の
調
査
範
囲
か
ら
北
方
が
砂
層
ベ
ー
ス
と
な
る
の
に
比

較

し
て
、
こ
こ
で
は
基
本
土
層
が
床
土
下
は
灰
色
粘
質
土
層
、
黒
褐
色
土
層
、
黄
色

シ
ル
ト
層
、
黒
褐
色
粘
土
層
、
黄
褐
色
粘
質
土
層
と
報
告
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
で

も
わ
か
る
よ
う
に
調
査
区
以
北
と
は
様
相
を
違
え
る
の
で
あ
る
。

　

C
　
寺
川
と
大
和
川
（
初
瀬
川
）
の
中
間

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）

　

庵
治
遺
跡
の
北
側
は
試
掘
調
査
の
ト
レ
ン
チ
が
設
け
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
す

で

に
記
し
た
よ
う
に
旧
河
川
の
集
中
地
帯
で
あ
る
し
、
ベ
ー
ス
そ
の
も
の
が
不
安
定

な
砂
層
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
の
第
一
ト
レ
ン
チ
西
は
城
下
郡
路
西
二
条
一

里
三
〇

坪

（小
字
北
之

町
）
に
設
け
ら
れ
た
。
こ
こ
で
は
素
掘
小
溝
の
検
出
が
あ
り
、

そ
の
う
ち
か
ら
高
台
断
面
が
三
角
形
、
見
込
み
に
粗
い
連
結
輪
状
暗
文
を
施
し
た
瓦

器
椀
が
出
土
し
て
い
る
。
庵
治
遺
跡
出
土
例
と
同
様
の
一
二
世
紀
後
葉
に
編
年
さ
れ

る
資
料
で
あ
る
。

　

D
　
屏
風
池

　
三
河
遺
跡
第
四
次
調
査
と
し
て
実
施
さ
れ
た
屏
風
池
の
堤
体
改
修
事
業
で
は
、
広

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

域
条
里
地
割
に
即
し
た
素
掘
小
溝
が
全
般
に
認
め
ら
れ
た
。
そ
の
う
ち
南
側
堤
体
下

に
検
出
の
小
溝
の
溝
底
に
、
正
位
置
で
ほ
ぼ
完
形
の
瓦
器
椀
が
出
土
し
た
。
地
鎮
め

行
為
な
ど
意
図
的
に
配
置
さ
れ
た
も
の
と
考
え
て
差
し
支
え
な
い
状
態
に
あ
っ
た
。

瓦
器
椀
の

帰
属
時
期
は
一
二
世
紀
末
葉
に
帰
属
す
る
。
広
域
条
里
地
割
に
よ
る
耕
地

形
成
の
下
限
時
期
を
示
す
資
料
と
評
価
で
き
る
。

　
な
お
、
屏
風
池
東
側
の
三
河
遺
跡
第
一
次
調
査
地
で
は
、
現
行
の
坪
（
城
下
郡
路

西
一
二
条
二
里
一
七
・
一
八
坪
）
の
中
間
に
条
里
方
向
の
大
溝
S
D
O
1
の
検
出
が

な
さ
れ
て
い
る
。
幅
六
・
五
m
、
深
さ
二
〇
㎝
の
規
模
で
、
出
土
遺
物
か
ら
一
二
世

紀
代

に
設
け
ら
れ
た
と
さ
れ
た
。
報
告
者
の
坂
靖
氏
は
、
条
里
型
水
田
形
成
の
際
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）

施
工
基
準
に
な
っ
た
可
能
性
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
三
河
遺
跡

の
調
査

と
し
て
実
施
さ
れ
た
屏
風
池
の
周
辺
で
は
、
一
〇
世
紀
前
後
の
条
里
地
割
に

よ
る
溝
の
存
在
、
一
二
世
紀
末
葉
で
の
広
域
条
里
地
割
の
施
工
の
可
能
性
、
次
に
説

明
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
一
〇
世
紀
以
来
の
段
階
的
な
古
墳
の
削
平
と
水
田
開
発
の
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状
況
を
看
取
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
④
　
古
墳

　
中
世
結
崎
の
う
ち
に
あ
る
古
墳
と
し
て
は
、
島
ノ
山
古
墳
や
寺
の
前
古
墳
、
茄
子

塚
古
墳
と
い
っ
た
墳
丘
を
今
日
ま
で
地
上
に
留
め
た
も
の
以
外
に
、
す
で
に
削
平
さ

れ
て

し
ま
い
地
表
か
ら
は
視
認
で
き
な
い
古
墳
が
多
数
、
存
在
し
た
よ
う
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
中
世
の
土
地
利
用
を
知
る
手
が
か
り
を
提
供
し
た
埋
没
古
墳
を
掲
げ
る
。

た
だ
し
佐
々
木
塚
古
墳
は
い
ま
に
墳
丘
を
残
す
が
、
寺
川
の
旧
流
路
復
元
の
上
で
考

慮
さ
れ
る
位
置
に
あ
た
る
と
考
え
る
た
め
、
こ
こ
に
と
り
あ
げ
る
こ
と
と
し
た
。

　

A
　
三
河
古
墳
群
　
三
河
古
墳
群
は
屏
風
池
な
ら
び
に
そ
の
東
方
に
展
開
し
て
お

り
、
現
在
ま
で
に
五
基
の
確
認
が
あ
る
。
い
ず
れ
も
埋
没
古
墳
で
周
濠
を
備
え
て
い

る
。
築
造
時
期
は
埴
輪
を
持
つ
五
号
墳
以
外
は
不
詳
だ
が
、
周
濠
内
か
ら
は
五
世
紀

末
か
ら
六
世
紀
代
の
土
器
が
出
土
し
て
お
り
、
概
ね
古
墳
時
代
後
期
に
営
ま
れ
た
古

墳
群
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。
三
河
一
号
墳
は
円
墳
で
、
東
西
径
二
一
・
五
m
、
南
北

一
九
・
五
m
、
幅
六
～
七
m
の
周
濠
を
有
す
る
。
そ
の
後
に
周
濠
を
掘
り
込
ん
で
三

基
の

井
戸
が
あ
り
、
う
ち
一
基
か
ら
は
一
二
世
紀
前
半
の
瓦
器
椀
が
出
土
し
た
。
三

河
二
号
墳
は
方
墳
で
、
幅
五
m
の
周
濠
を
持
つ
。
三
河
三
号
墳
は
内
濠
が
幅
約
七
m
、

外
濠
が
幅
約
四
m
の
二
重
周
濠
を
備
え
た
直
径
約
二
〇
m
の
円
墳
で
あ
る
。
注
目
さ

れ

る
の
は
、
周
濠
部
分
に
同
心
円
状
に
幾
重
に
も
め
ぐ
る
素
掘
小
溝
が
検
出
さ
れ
た

　
　
　
　
（
2
7
）

こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
溝
か
ら
の
出
土
遺
物
に
よ
っ
て
一
三
世
紀
代
に
形
成
さ
れ
た

も
の
と
さ
れ
る
。
つ
ま
り
今
日
で
は
条
里
型
水
田
と
し
て
あ
る
当
該
地
（
城
下
郡
路

西
一
三
条
二
里
二
四
坪
）
で
は
、
少
な
く
と
も
一
三
世
紀
代
ま
で
は
三
河
三
号
墳
の

墳
丘
が
維
持
さ
れ
て
お
り
、
か
つ
周
濠
の
地
割
も
遺
存
し
た
こ
と
を
示
す
。
一
帯
の

古
墳
の
墳
丘
の
削
平
が
一
斉
に
な
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
段
階
的
に
そ
れ
が
進
捗

し
た
こ
と
を
表
す
資
料
と
い
え
る
。
三
河
四
号
墳
も
方
墳
で
、
南
辺
一
三
m
、
周
濠

幅
約
五
m
を
計
る
。

　
三
河
五
号
墳
は
西
方
の
屏
風
池
の
東
側
堤
体
下
に
検
出
し
た
埋
没
古
墳
で
あ
る
。

城
下
郡
路
西
一
二
条
二
里
三
〇
坪
（
小
字
馳
上
が
り
）
に
相
当
す
る
。
一
辺
七
m
以

上
、
周
濠
幅
六
m
の
方
墳
で
、
V
期
の
円
筒
埴
輪
が
備
わ
る
。
古
墳
時
代
後
期
前
半

の
築
造
に

な
る
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。
墳
丘
の
存
在
し
た
部
分
に
は
ほ
ぼ
正
東
西
方

向
の
幅
六
〇
㎝
の
小
溝
を
検
出
し
て
お
り
、
内
部
か
ら
は
一
〇
世
紀
前
後
に
編
年
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
8
）

れ

る
四
分
の
三
を
残
す
黒
色
土
器
椀
A
類
の
出
土
が
あ
っ
た
。
三
河
五
号
墳
は
少
な

く
と
も
こ
の
頃
ま
で
に
は
、
墳
丘
の
削
平
が
あ
り
条
里
地
割
に
も
と
つ
く
土
地
利
用

が

な
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
な
お
、
さ
き
に
記
し
た
よ
う
に
至
近
の
三
号
墳

と
は
、
墳
丘
の
削
平
時
期
に
相
違
が
あ
る
。

　

B
　
石
切
山
古
墳
　
島
ノ
山
古
墳
の
東
方
か
ら
も
埋
没
古
墳
の
検
出
が
あ
っ
た
。

小
字
石
切
山
に
該
当
す
る
。
条
里
地
割
の
周
縁
に
あ
る
。
検
出
の
埋
没
古
墳
は
、
直

径
四

〇
m
以
上
の
円
墳
（
な
い
し
は
前
方
後
円
墳
の
後
円
部
）
と
推
定
さ
れ
た
。
周

濠
は
幅
約
七
・
七
m
、
深
さ
二
・
五
m
に
及
ぶ
。
六
世
紀
前
半
代
の
円
筒
埴
輪
、
形

象
埴
輪
が
周
濠
内
か
ら
出
土
し
て
い
る
。
三
河
古
墳
群
の
諸
古
墳
に
比
べ
て
一
段
と

規
模
の
大

き
い
古
墳
で
あ
る
が
、
完
全
に
削
平
さ
れ
た
状
態
で
あ
っ
た
。
周
濠
の
埋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）

土

な
か
ほ
ど
の
粗
砂
層
中
か
ら
瓦
質
土
器
が
出
土
し
た
と
報
告
さ
れ
て
お
り
、
周
濠

は
中
世
後
半
ま
で
と
り
あ
え
ず
痕
跡
を
残
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

C
　
佐
々
木
塚
古
墳
　
現
・
寺
川
の
右
岸
に
位
置
す
る
。
現
状
で
は
、
一
辺
三
〇

m
、
高
さ
一
・
五
m
の
方
墳
状
の
形
態
と
な
っ
て
い
る
が
、
も
と
は
直
径
四
〇
m
以

上
の

円
墳
あ
る
い
は
前
方
後
円
墳
で
は
な
い
か
と
さ
れ
る
。
周
濠
を
も
つ
。
V
期
の

う
ち
の
比
較
的
早
い
段
階
の
円
筒
埴
輪
が
多
く
出
土
し
た
。
五
世
紀
末
葉
の
築
造
と

　
　
（
3
0
）

さ
れ
た
。
周
囲
か
ら
は
弥
生
時
代
前
期
、
古
墳
時
代
前
期
の
遺
構
、
遺
物
が
み
ら
れ

る
。
北
東
二
〇
〇
m
程
に
墳
長
四
〇
m
の
前
方
後
円
墳
が
存
在
し
た
可
能
性
が
あ
る

（
『奈
良
県
遺
跡
地
図
』
第
二
分
冊
一
九
九
八
年
所
載
一
一
ー
A
ー
一
四
）
。
佐
々
木

塚
古
墳
は
現
状
で
は
単
独
の
営
み
だ
が
、
付
近
に
埋
没
古
墳
が
存
在
す
る
可
能
性
は

高
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。
寺
川
の
旧
流
路
は
少
な
く
と
も
こ
の
古
墳
が
立
地
す
る
微

高
地
を
流
れ
た
こ
と
は
、
古
墳
が
遺
存
し
た
現
況
か
ら
は
考
え
に
く
い
。

　
め
　
　
ト
．
士
ロ

　
ー
　
　
　
ノ
糸

　
考
古
学
の
成
果
と
し
て
得
ら
れ
た
お
も
な
諸
点
と
そ
れ
に
も
と
つ
く
若
干
の
見
解
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を
以
下
に
ま
と
め
て
お
く
。

　
○
　
旧
河
川
は
五
ケ
所
に
確
認
さ
れ
る
。

　
○
　
そ
の
う
ち
の
ω
ー
E
地
点
（
寺
川
と
大
和
川
の
中
間
）
に
明
確
な
砂
層
ベ
ー

　
　
ス
が
広
範
に
認
め
ら
れ
る
。

　
○
　
ω
ー
E
地
点
に
確
認
の
旧
流
路
N
R
O
1
が
、
付
け
替
え
以
前
の
旧
寺
川
と

　
　
推
定
す
る
。

○
　
ω
ー
C
地
点
（
寺
川
南
側
）
確
認
の
旧
流
路
S
R
O
1
は
、
一
五
世
紀
代
以

　
　
前
に
遡
上
す
る
。
付
け
替
え
後
の
寺
川
と
推
定
す
る
。
ω
ー
D
地
点
確
認
の
旧

　
　
流
路
は

近
世
時
期
の
寺
川
に
あ
た
る
可
能
性
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
現
・
寺
川

　
　
に
隣
接
し
て
お
り
、
付
け
替
え
後
の
流
路
は
現
在
ま
で
基
本
的
に
踏
襲
、
維
持

　
　
さ
れ
て
い
る
。

○
　
集
落
と
し
て
は
②
伴
堂
東
遺
跡
が
あ
る
。
複
合
遺
跡
と
し
て
存
在
す
る
。
遺

　
　
跡
が
立
地
す
る
微
高
地
が
長
く
居
住
適
地
と
し
て
繰
り
返
し
利
用
さ
れ
た
。

○
　
伴
堂
東
遺
跡
で
は
＝
二
世
紀
代
に
集
落
遺
跡
と
し
て
の
営
み
が
終
了
し
、
耕

　
　
地
に
転
換
す
る
。

○
　
伴
堂
東
遺
跡
か
ら
北
西
に
み
ら
れ
る
条
里
地
割
の
乱
れ
は
、
集
落
遺
跡
の
拡

　
　
が
り
を
示
す
可
能
性
が
つ
よ
い
。

○
　
耕
地
と
し
て
③
ー
A
地
点
（
寺
川
南
側
）
で
は
、
三
面
の
水
田
面
が
確
認
さ

　

れ
た
。

○
　
こ
の
第
二
水
田
面
は
条
里
型
で
一
二
～
一
三
世
紀
に
形
成
さ
れ
た
。

○
　
こ
の
第
三
水
田
面
も
条
里
型
で
一
五
～
一
六
世
紀
末
葉
に
機
能
し
た
。

○
　
③
ー
B
地
点
（
寺
川
北
側
）
の
庵
治
遺
跡
で
は
、
条
里
方
向
の
素
掘
小
溝
か

　

ら
一
二
世
紀
後
葉
の
瓦
器
椀
が
出
土
し
て
い
る
。

○
　
③
l
C
地
点
（
寺
川
と
大
和
川
の
中
間
）
で
も
素
掘
小
溝
か
ら
一
二
世
紀
後

　

葉
の
瓦
器
椀
が
出
土
し
た
。

○
　
③
ー
D
地
点
（
屏
風
池
）
か
ら
も
条
里
方
向
の
素
掘
小
溝
か
ら
一
二
世
紀
末

　

葉
の
瓦
器
椀
が
出
土
し
た
。

　

○
　
古
墳
の
う
ち
ω
l
A
の
三
河
古
墳
群
は
五
基
か
ら
な
る
。
後
期
古
墳
で
い
ず

　
　

れ
も
埋
没
古
墳
で
あ
る
。

　

〇
　
三
河
三
号
墳
で
は
、
周
濠
と
墳
丘
を
少
な
く
と
も
一
三
世
紀
代
ま
で
遺
存
さ

　
　

せ
て

い

る
。
周
濠
は
耕
地
と
し
て
利
用
さ
れ
る
。
墳
丘
の
削
平
は
一
三
世
紀
以

　
　

降
で
あ
る
。

　
〇
　
三
河
五
号
墳
で
は
、
一
〇
世
紀
前
後
の
条
里
方
向
の
小
溝
が
墳
丘
部
分
直
下

　
　

に
あ
る
。
削
平
は
そ
れ
以
前
に
あ
る
。

　
○
　
④
ー
B
の
石
切
山
古
墳
は
、
中
規
模
の
円
墳
と
み
ら
れ
る
が
中
世
後
半
ま
で

　
　

周
濠
の
痕
跡
を
留
め
る
。

　
○

④
ー
C
の
佐
々
木
塚
古
墳
は
、
現
在
ま
で
墳
丘
を
保
つ
。

　

こ
の
よ
う
な
考
古
学
調
査
で
得
ら
れ
た
諸
点
か
ら
寺
川
に
付
け
替
え
事
業
が
存
在

し
た
こ
と
は
、
間
違
い
な
い
と
こ
ろ
と
考
え
る
。
付
近
で
の
条
里
型
水
田
の
形
成
は

段
階

的
で
あ
る
が
、
一
二
世
紀
後
葉
か
ら
一
三
世
紀
代
に
広
範
化
し
た
こ
と
も
ま
た

確
実
な
こ
と
と
し
て
理
解
で
き
る
。
た
だ
し
、
墳
丘
を
残
す
古
墳
の
存
在
な
ど
広
域

条
里
の
施
工
が
及
ば
な
い
部
分
を
な
お
含
ん
で
い
る
。
す
な
わ
ち
第
四
章
で
述
べ
る

よ
う
に
結
崎
墓
地
が
広
域
条
里
施
工
域
の
周
縁
と
な
る
契
機
が
こ
こ
に
生
じ
る
こ
と

に
な
っ
た
。
換
言
す
る
と
、
こ
の
段
階
に
お
け
る
条
里
施
工
の
到
達
は
、
広
域
条
里

地
割
施
工
域
と
周
縁
の
関
係
が
、
土
地
利
用
計
画
上
の
区
分
と
し
て
明
確
化
さ
れ
る

方
向
性
を
含
む
も
の
で
あ
っ
た
。

　

こ
う
い
っ
た
条
里
施
工
の
面
的
な
到
達
段
階
に
お
い
て
は
、
灌
慨
水
利
面
の
新
た

な
整
備
は
宮
本
誠
氏
の
指
摘
の
と
お
り
不
可
避
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。
寺
川

付
け
替
え
事
業
の
歴
史
的
必
然
性
の
ひ
と
つ
を
こ
こ
に
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。

そ
し
て
こ
れ
は
耕
地
の
再
編
成
に
留
ま
ら
な
い
可
能
性
が
あ
る
こ
と
も
ま
た
調
査
の

成
果
は
示
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
伴
堂
東
遺
跡
の
集
落
か
ら
耕
地
へ
の
転
換
は
、
こ

れ

に
一
体
化
し
た
事
業
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
現
在
の
伴
堂
集
落
は
西
側
に
平

行
し
筋
違
道
（
太
子
道
）
沿
い
に
あ
る
が
、
伴
堂
東
遺
跡
の
動
向
と
関
連
し
て
集
落

の

成
因
と
時
期
に
つ
い
て
追
究
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
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今尾文昭［墓郷形成の前提］

　
さ
て
、
寺
川
の
付
け
替
え
時
期
で
あ
る
が
、
上
記
の
状
況
か
ら
み
て
や
は
り
中
世

後
半
の
一
二
世
紀
後
葉
か
ら
一
三
世
紀
中
葉
に
あ
た
る
蓋
然
性
が
高
い
も
の
と
推
断

す
る
。
で
は
次
節
で
具
体
的
に
旧
流
路
復
元
を
試
み
る
。

　
（
3
）
　
寺
川
の
旧
流
路
復
元

　

こ
の
寺
川
の
旧
流
路
痕
跡
と
み
ら
れ
る
地
形
を
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
具
体

的
に
は
小
字
の
喰
田
ー
門
目
、
岡
入
ー
南
千
田
、
北
千
田
ー
貝
寄
、
漆
塗
i
植
木
、

結
崎
寺
ー
分
境
の
間
に
ほ
ぼ
連
続
し
て
認
め
ら
れ
る
。
北
で
西
に
約
六
〇
～
八
〇
度

の
振
幅
を
示
す
西
北
西
ー
東
南
東
の
斜
行
地
割
で
、
長
さ
約
一
四
五
〇
m
に
わ
た
る
。

一
部
で
は
現
行
水
路
と
な
っ
て
い
る
。
城
下
郡
路
西
＝
条
三
里
と
四
里
の
北
部
に

あ
た
り
、
周
辺
に
は
条
里
地
割
が
展
開
す
る
が
乱
れ
た
状
態
で
現
存
す
る
。
こ
こ
は

一
九
九
九
年
度
試
掘
調
査
で
砂
層
ベ
ー
ス
の
拡
が
り
が
確
認
さ
れ
た
箇
所
で
あ
り
、

実

際
に
そ
れ
を
切
っ
て
旧
河
川
（
N
R
O
1
な
ど
）
の
検
出
を
み
た
。
N
R
O
1
か

ら
は
弥
生
時
代
中
期
の
土
器
が
出
土
し
て
い
る
が
、
機
能
時
期
を
出
土
土
器
の
帰
属

時
期
に
限
定
す
る
に
は
出
土
土
器
の
数
量
、
状
態
か
ら
判
断
し
て
無
理
が
あ
る
点
は

さ
き
に
指
摘
し
た
と
お
り
で
あ
る
。
本
稿
で
は
こ
れ
こ
そ
付
け
替
え
以
前
の
寺
川
の

旧
流
路
そ
の
も
の
で
あ
る
と
想
定
す
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
こ
の
よ
う
に
寺
川
の
旧
流
路
を
復
元
す
る
と
磯
城
郡
川
西
町
吐
田

は
、
寺
川
を
挟
ん
だ
北
側
対
岸
の
村
落
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
今
日
、
結
崎
か
ら
一

面

に
水
田
が
拡
が
る
情
景
の
な
か
で
は
理
解
し
が
た
い
が
、
吐
田
が
結
崎
墓
地
の
墓

郷
集
団
に
含
ま
れ
ず
阿
土
墓
地
の
墓
郷
集
団
を
構
成
す
る
一
員
と
な
っ
て
い
る
の
は
、

こ
こ
に
素
因
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
ひ
る
が
え
る
に
寺
川
の
旧
流
路
が
想

定
通
り
で
あ
る
な
ら
ば
、
結
崎
墓
地
の
墓
郷
は
こ
の
左
岸
域
に
よ
く
ま
と
ま
る
こ
と

に
な
る
。

　
な
お
、
付
け
加
え
る
に
佐
々
木
塚
古
墳
お
よ
び
周
辺
に
想
定
さ
れ
る
一
群
も
、
寺

川
左
岸
域
に
営
ま
れ
た
古
墳
群
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
古
墳
時
代
後
期
前
葉
を
中
心

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
1
）

に
一
帯
で
は
、
西
か
ら
ω
三
宅
古
墳
群
、
⑧
三
河
古
墳
群
、
◎
佐
々
木
塚
古
墳
の
一

群
が
寺
川
と
飛
鳥
川
の
微
高
地
ご
と
に
同
時
期
に
営
ま
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

　
（
4
）
結
崎
寺
の
解
体

　

と
こ
ろ
で
寺
川
の
旧
流
路
と
筋
違
道
（
太
子
道
）
と
の
交
点
の
河
岸
に
は
、
結
崎

寺
が
存
在
し
た
ら
し
い
。
結
崎
寺
は
『
川
西
村
史
』
（
一
九
七
〇
年
刊
）
に
よ
る
と
、

結
崎
宮
の
神
宮
寺
と
さ
れ
る
。
付
近
に
は
結
崎
寺
、
寺
前
、
全
寺
、
花
塚
、
八
王
寺
、

山
堂
と
い
っ
た
寺
院
に
起
因
す
る
と
思
わ
れ
る
小
字
名
が
、
東
西
約
五
〇
〇
m
、
南

北
約
二
五
〇
m
の
範
囲
に
ひ
ろ
が
っ
て
い
る
。
こ
の
地
点
は
現
在
、
川
西
町
の
水
道

施
設

な
ら
び
に
健
民
グ
ラ
ン
ド
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
施
設
が
建
設
さ
れ
た
際

の
考
古
学
調
査
は
な
く
、
残
念
な
が
ら
結
崎
寺
の
考
古
学
上
の
手
が
か
り
は
な
い
と

せ
ざ
る
を
得
な
い
が
、
『
川
西
村
史
』
は
文
献
史
料
と
し
て
『
内
山
記
』
を
所
引
し

て
、
結
崎
寺
に
つ
い
て
考
証
す
る
。

　
『
内
山
記
』
に
は

　
　

観
音
堂
一
宇

　
　
　
為
繊
法
衆
沙
汰
、
自
結
崎
辺
所
移
渡
之
也
、
本
尊
則
彼
堂
本
尊
也
、
而
堂
舎

　
　
　

難
渡
干
堂
山
、
仏
像
捨
置
干
彼
所
、
愛
於
彼
本
尊
之
所
在
連
々
有
現
異
光
、

　
　
　
村
民
生
奇
異
之
思
、
山
侶
拭
渇
仰
之
涙
、
則
山
僧
随
信
房
難
奉
迎
之
未
及
安

　
　
　
置
之
沙
汰
空
過
多
年
間
、
去
建
長
五
年
加
修
理
復
奉
返
安
道
場
、
三
寸
十
一

　
　
　

面
観
音
、
元
是
鳥
羽
上
皇
御
本
尊
也
云
々

と
あ
り
、
結
崎
寺
の
「
観
音
堂
」
が
内
山
永
久
寺
に
移
建
さ
れ
た
こ
と
と
、
こ
の
本

尊
が
鳥
羽
上
皇
の
本
尊
で
あ
り
、
い
っ
た
ん
捨
置
さ
れ
て
い
た
が
、
の
ち
に
内
山
永

久
寺
の
僧
侶
の
随
信
房
が
一
二
五
三
年
（
建
長
五
）
に
修
理
を
加
え
て
「
観
音
堂
」

に
安
置
し
た
と
い
う
。
『
川
西
村
史
』
は
こ
れ
を
退
転
し
た
寺
の
主
要
部
を
な
ん
ら

か
の

要

因
で
、
内
山
永
久
寺
が
引
き
取
っ
た
と
す
る
。
そ
し
て
、
糸
井
神
社
の
別
当

寺
が
「
観
音
院
」
で
あ
る
こ
と
や
、
糸
井
神
社
北
方
の
寺
川
右
岸
の
字
「
結
崎
寺
」

な
ど
の
存
在
か
ら
『
内
山
記
』
に
み
え
る
観
音
堂
は
、
退
転
し
た
結
崎
寺
に
も
と
も

と
存
在
し
た
堂
舎
の
ひ
と
つ
と
み
る
。
本
稿
は
こ
の
示
唆
深
い
指
摘
に
触
発
さ
れ
た

105



国立歴史民俗博物館研究報告

　第112集2004年2月

　
　
　
　
　
　
（
3
2
）

と
こ
ろ
が
大
き
い
。
『
川
西
村
史
』
に
お
け
る
秋
永
政
孝
氏
の
指
摘
ど
お
り
、
結
崎

寺
に
退
転
の
事
実
が
あ
っ
た
蓋
然
性
は
広
範
囲
に
残
る
字
名
の
存
在
か
ら
も
高
い
と

考
え
る
。
そ
し
て
、
結
崎
寺
の
退
転
の
事
実
と
寺
川
の
付
け
替
え
が
結
び
付
く
の
で

は
な
い
か
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
つ
い
て
は
、
結
崎
寺
の
堂
宇
や
仏
像
の
移
建
時
期

に
あ
た
る
一
三
世
紀
中
葉
ま
で
に
寺
川
の
付
け
替
え
が
あ
っ
た
と
考
え
る
。
こ
れ
は

考
古
学
成
果
と
も
符
合
す
る
。

　
さ
ら
に
、
付
け
替
え
の
推
定
時
期
か
ら
ほ
ど
な
い
一
二
七
二
年
（
文
永
九
）
に
小

字
結
崎
寺
の
西
側
、
現
・
寺
川
を
挟
ん
だ
対
岸
の
「
ヲ
・
ス
イ
タ
」
、
「
ヲ
シ
ア
テ
」

の
ふ

た
つ
の
字
名
の
う
ち
の
田
畠
が
西
大
寺
に
寄
進
さ
れ
た
こ
と
が
、
『
西
大
寺
田

園
目
録
』
に
み
え
る
の
も
由
縁
あ
る
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
次
節

に
も
う
一
度
、
と
り
あ
げ
る
こ
と
と
す
る
。

　
墓
郷
形
成
の
地
域
的
枠
組
み
は
、
こ
の
寺
川
の
付
け
替
え
以
前
に
す
で
に
存
在
し

て

い

た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
ま
た
こ
う
い
っ
た
紐
帯
が
あ
れ
ば
こ
そ
流
路
の
付
け

替
え
が
企
図
さ
れ
、
遂
行
さ
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
直
接
の
考
古
学
資
料
は

い

ま
の
と
こ
ろ
得
ら
れ
て
い
な
い
が
、
寺
川
の
付
け
替
え
は
灌
概
・
治
水
の
両
側
面

か

ら
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。
そ
れ
ば
か
り
か
、
直
線
水
路
と
し
て
古
代
道

路
の
筋
違
道
（
太
子
道
）
を
利
用
し
、
か
つ
上
流
に
あ
っ
て
は
ま
た
下
ッ
道
に
重
複

す
る
点
は
、
こ
と
さ
ら
に
陸
路
を
舟
運
利
用
に
改
変
す
る
意
図
の
も
と
に
な
さ
れ
た

整
備
で

あ
っ
た
と
さ
え
思
わ
せ
る
も
の
が
あ
る
。
言
う
ま
で
も
な
く
寺
川
は
近
世
の

大
和
川
水
運
の
基
幹
河
川
で
あ
り
、
今
里
浜
に
お
け
る
物
資
の
集
散
は
よ
く
知
ら
れ

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
陸
路
の
整
備
は
こ
れ
に
対
応
し
て
な
さ
れ
た
こ
と

は

当
然
の
こ
と
で
あ
る
。
で
は
、
次
節
に
こ
う
い
っ
た
視
点
も
含
め
て
結
崎
墓
地
の

営
ま
れ
た
場
所
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

④
結
崎
墓
地
の
計
画
的
配
置
の
可
能
性

　
（
1
）
　
結
崎
墓
地
の
周
辺
環
境

　
一
九
八
〇
年
代
前
半
の
調
査
に
よ
っ
て
明
ら
か
と
な
っ
た
磯
城
郡
田
原
本
町
法
貴

寺
遺
跡
は
、
半
町
四
方
の
環
濠
屋
敷
と
お
そ
ら
く
同
様
の
屋
敷
地
、
寺
社
の
区
画
が

南
北
に
連
続
し
て
営
ま
れ
た
中
世
村
落
で
あ
る
。
奈
良
盆
地
の
集
村
化
を
示
す
典
型

例
で

あ
り
、
出
土
遺
物
か
ら
集
村
化
の
時
期
は
＝
二
世
紀
後
半
ま
で
に
な
さ
れ
た
と

判
断
で
き
る
。
そ
の
後
の
事
例
増
加
の
な
か
で
も
こ
の
年
代
観
は
追
認
さ
れ
、
現
行

の
編
年
観
に
よ
る
限
り
大
過
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。
北
葛
城
郡
當
麻
町
太
田
遺
跡
、

橿
原
市
四
条
遺
跡
、
磯
城
郡
田
原
本
町
十
六
面
・
薬
王
寺
遺
跡
、
北
葛
城
郡
広
陵
町

箸
尾
遺
跡
不
毛
田
川
地
区
な
ど
で
も
一
三
世
紀
後
葉
か
ら
末
葉
に
か
け
て
出
現
す
る

広
域
条
里
施
工
域
に
お
け
る
環
濠
屋
敷
の
集
合
体
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
盆

地
内
に
お
い
て
ほ
ぼ
一
斉
に
集
村
化
が
行
わ
れ
た
こ
と
も
想
定
可
能
の
状
況
に
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
3
）
　
　
（
3
4
）

　

こ
の
よ
う
な
集
村
化
は
山
川
均
氏
や
筆
者
ら
が
主
張
す
る
よ
う
に
河
川
灌
慨
と
不

可

分
の
も
の
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
る
。
換
言
す
る
と
、
条
里
制
施
工
域
の
再
編
成
の

一
環

と
し
て
集
村
化
が
計
ら
れ
た
も
の
と
い
え
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
再
編
成
と
は
宅

地

の
集
合
化
の
み
な
ら
ず
、
耕
地
、
寺
社
、
灌
概
施
設
を
あ
わ
せ
た
も
の
で
あ
り
、

さ
き
の
法
貴
寺
遺
跡
の
調
査
は
そ
れ
が
よ
く
把
握
で
き
た
事
例
と
い
え
よ
う
。
集
村

化

は
、
荘
園
経
営
の
維
持
管
理
装
置
の
再
編
成
で
あ
り
、
権
門
・
寺
社
（
い
ま
の
場

合
、
具
体
的
に
は
興
福
寺
）
、
国
人
層
・
有
力
名
主
層
お
よ
び
中
間
層
、
さ
ら
に
下

位
の
各
階
層
の
人
々
に
お
い
て
も
、
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
態
で
あ
っ
た
に

違
い
な
い
。
つ
い
て
は
周
到
に
準
備
さ
れ
、
広
域
な
計
画
性
を
あ
ら
か
じ
め
具
備
し

た
も
の
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
な
か
に
こ
う
い
っ
た
変
革
に
組
み
入
れ
ら
れ
た
中

世
墓
地
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
す
る
の
が
、
本
節
の
主
張
で
あ
る
。
い
っ
た
い
、

現
在
の
郷
墓
の
う
ち
に
計
画
的
配
置
さ
れ
た
も
の
が
あ
る
も
の
か
。

　
結
崎
墓
地
は
城
下
郡
路
西
一
二
条
四
里
内
に
あ
る
。
現
在
、
小
字
別
所
を
中
心
に
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図6　結崎墓地（直上　写真ヒ方が北　2000年1月19日撮影）

小
字
三
途
川
、
寺
ノ
前
に
墓
地
が
広
が
っ
て
い
る
。
む
ろ
ん
、
当
初
の
営
み
が
ど
の

範
囲
に
及
ん
で
い
た
か
は
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
て
い
な
い
現
段
階
で
は
不
明
だ
と
言

わ
ざ
る
を
え
な
い
が
、
南
に
は
墓
地
に
隣
接
し
て
茄
子
塚
と
称
さ
れ
る
方
墳
が
存
在

し
て
お
り
、
東
側
の
三
途
川
と
と
も
に
墓
地
に
起
因
し
た
と
み
ら
れ
る
坪
固
有
名
を

　
　
〔
3
5
｝

有
す
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
み
て
、
そ
の
名
が
発
生
す
る
段
階
に
は
墓
地
化
し
て
お
り
、

範
囲
は
こ
の
う
ち
に
収
束
す
る
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
大
和
の
広
域
条
里
地
割
と
の

関
係
を
み
る
と
、
東
側
の
小
字
．
．
一
途
川
は
．
二
条
四
里
の
う
ち
、
二
坪
に
相
当
す
る
。

小

字
の
四
至
は
坪
境
界
に
．
致
し
て
お
り
、
こ
の
部
分
に
つ
い
て
は
正
方
位
を
示
す

地

割
の
施
工
が
及
ん
で
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
西
側
は
道
に
な
っ
て
い
て
、
現

在
の
結
崎
墓
地
を
南
北
に
貫
く
道
と
な
る
。

　
さ
て
、
現
在
の
結
崎
墓
地
は
東
限
が
小
字
一
．
一
途
川
・
茄
子
塚
の
坪
内
に
あ
り
、
南

は
ほ
ぼ
正
方
位
の
境
界
と
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
大
和
の
広
域
条
里
地
割
に
規
制
さ

れ

た
墓
地
範
囲
の
設
定
が
な
さ
れ
た
と
い
え
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
墓
地
の
北
、
西

は
条
里
地
割
に
即
し
た
状
況
と
は
い
え
な
い
。
す
な
わ
ち
結
崎
墓
地
は
正
方
位
を
な

す

現
行
の
磯
城
郡
条
里
地
割
施
工
域
の
周
縁
に
営
ま
れ
た
も
の
と
い
え
る
。
こ
の
こ

と
は
、
別
所
の
南
か
ら
三
宅
町
寺
の
前
古
墳
の
外
堤
を
利
用
し
て
西
方
の
飛
鳥
川
の

流
路
に

至

る
請
堤
が
存
在
す
る
が
、
当
該
地
が
寺
川
の
氾
濫
か
ら
耕
地
や
村
落
を
防

禦
す
る
要
衝
で
あ
っ
た
こ
と
と
も
関
係
す
る
こ
と
だ
ろ
う
。
結
崎
墓
地
の
西
方
域
、

請
堤
の
北
側
は
磯
城
郡
内
で
も
条
里
地
割
が
乱
れ
た
．
帯
と
し
て
あ
る
。
こ
の
よ
う

な
状
況
は
寺
川
の
灌
概
域
と
も
関
係
し
た
も
の
で
あ
り
、
前
節
で
指
摘
し
た
寺
川
の

付
け
替
え
時
な
い
し
は
、
そ
れ
以
降
に
生
じ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
結
崎
墓
地
の
配
置
と
条
里
制
施
工
域
の
再
編
成
、
す
な
わ
ち
条
里
制
地
割
施
工
域

の

周
縁
に
墓
地
が
位
置
す
る
こ
と
に
関
連
性
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
、
ま
ず
こ
れ
が

第
、
点
で
あ
る
。
そ
し
て
さ
ら
に
広
域
条
里
地
割
施
工
域
の
周
縁
が
生
み
出
さ
れ
た

こ
と
と
、
寺
川
の
付
け
替
え
事
業
に
関
連
性
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
す
る
の
が
第

．

一点
で
あ
る
．
．
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（
2
）
　
結
崎
墓
地
の
南
北
軸

　
第
三
点
の
指
摘
の
前
に
、
結
崎
墓
地
の
位
置
に
つ
い
て
も
う
少
し
ひ
ろ
く
周
辺
か

ら
み
て
お
き
た
い
。
結
崎
墓
地
か
ら
北
行
す
る
に
は
、
寺
川
を
越
え
る
こ
と
に
な
る
。

ひ
と
つ
は
、
西
行
し
た
の
ち
唐
院
を
ぬ
け
て
ま
っ
す
ぐ
北
行
し
て
吐
田
橋
を
わ
た
る

（A
ル

ー
ト
）
。
い
ま
ひ
と
つ
は
、
結
崎
墓
地
か
ら
ま
っ
す
ぐ
に
北
行
し
て
梅
戸
を
通

過

し
て
梅
戸
橋
を
わ
た
る
（
B
ル
ー
ト
）
。
も
ち
ろ
ん
、
い
っ
た
ん
東
行
し
て
宮
前

橋

を
わ
た
り
、
北
行
す
る
こ
と
も
で
き
る
（
C
ル
ー
ト
）
。
さ
ら
に
北
行
す
る
と
大

和
川
を
越
え
る
こ
と
に
な
る
が
、
い
ず
れ
の
ル
ー
ト
を
た
ど
る
に
せ
よ
渡
河
点
は
板

屋

ヶ
瀬
橋
（
現
在
の
橋
よ
り
西
へ
二
三
〇
m
の
下
流
に
あ
っ
た
と
さ
れ
る
）
し
か
な

く
、
こ
の
橋
を
め
ざ
す
こ
と
に
な
る
。
安
堵
町
の
中
寧
氏
蔵
の
江
戸
期
の
「
久
保
田

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
6
）

村
之

絵
図
」
、
「
和
州
平
群
郡
窪
田
村
絵
図
」
を
み
る
と
、
吐
田
橋
を
越
え
て
す
ぐ
に

東
行
し
て
梅
戸
橋
を
通
る
南
北
路
に
あ
た
り
、
直
角
に
北
へ
折
れ
て
板
屋
ヶ
瀬
橋
に

至

る
道
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
絵
図
で
は
、
梅
戸
橋
は
描
か
れ
て
い
な
い
。
も
っ

と
も
一
九
〇
八
年

（
明
治
四
一
）
損

図
の
「
正
式
地
形

図
」
（
縮
尺
二
万

分

の
一
）
に
は
、

上

流

の

吐

田
橋

（
A
ル
ー
ト
ー
下

街

道
）
、
下
流
の

宮
前
橋
（
C
ル
ー

ト
）
と
と
も
に
梅

戸
橋

（
B
ル
ー
ト

　
後
掲
の
条
里
軸

線
上

の
南
北
路
。

現
在
の
橋
は
東
西

～

図7　油掛地蔵（南から　2003年7月6日筆者撮影）

方
向
に
架
か
る
が
、
「
正
式
地
形
図
」
で
は
南
北
路
に
対
し
て
架
け
ら
れ
て
い
た
こ

と
が
わ
か
る
）
の
存
在
が
あ
る
。

　
近

世
、
近
代
の
道
が
、
本
稿
で
問
題
と
す
る
中
世
後
半
期
の
交
通
路
に
直
結
す
る

も
の
か
ど
う
か
、
軽
々
に
判
断
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
と
く
に
B
ル
ー
ト
の
梅

戸
橋
は

寺
川
旧
流
路
と
筋
違
道
（
太
子
道
）
の
交
点
に
あ
り
、
も
と
は
結
崎
寺
の
推

定
所
在
地
に
か
か
る
点
は
看
過
で
き
な
い
。
さ
ら
に
北
行
す
る
と
、
瘡
の
治
癒
の
結

願

に
際
し
て
油
を
塗
り
か
け
る
習
俗
が
あ
っ
た
と
い
う
油
掛
地
蔵
を
安
置
す
る
小
堂

が
、
路
傍
に
西
面
し
て
設
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
は
城
下
郡
路
西
一
〇
条
三
里
二
六

坪
に
相
当
す
る
。
幸
い
に
も
油
掛
地
蔵
に
は
、
一
五
二
三
年
（
大
永
三
）
の
銘
が
刻

　
　
　
　
　
れ
　

ま
れ
て
い
る
。
原
位
置
が
ほ
ぼ
保
た
れ
た
も
の
と
み
て
よ
い
な
ら
ば
、
結
崎
墓
地
か

ら
ま
っ
す
ぐ
に
北
行
す
る
B
ル
ー
ト
の
営
み
の
下
限
を
一
六
世
紀
前
半
に
お
く
こ
と

は
認
め
ら
れ
よ
う
。

　
板
屋
ヶ

瀬
橋
を
わ
た
り
板
東
、
さ
ら
に
ま
っ
す
ぐ
北
行
す
る
と
小
字
ア
ド
ノ
マ
エ

図8　結崎墓地から板屋ヶ瀬橋への南北路（南から　奥

　　　に油掛地蔵　2003年7月6日筆者撮影）

　　　一本文中のBルート

図9　板屋ヶ瀬橋から結崎墓地への南北路（北から　奥

　　　に島の山古墳　2003年7月6日筆者撮影）

　　　一本文中のBルート
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か

ら
前
節
に
少
し
ふ
れ
た
生
駒
郡
安
堵
町
阿
土
墓
地
に
至
る
の
で
あ
る
。
道
は
阿
土

墓
地
の

中
央
を
南
北
に
貫
く
。
現
在
の
阿
土
墓
地
は
東
安
堵
、
西
安
堵
、
窪
田
、
岡

崎
、
吐
田
（
川
西
町
）
、
下
永
（
一
部
、
川
西
町
）
椎
木
（
一
部
、
大
和
郡
山
市
）

の
七

ケ
大
字
の
郷
墓
で
あ
る
。
墓
寺
の
阿
土
寺
は
律
宗
寺
院
で
あ
る
。
結
崎
墓
地
の

中
心
に
あ
る
安
養
院
は
周
囲
よ
り
一
段
と
高
く
、
古
墳
墳
丘
で
あ
る
可
能
性
が
指
摘

　
　
　
　
（
3
8
）

さ
れ
て
い
る
。
寺
ノ
前
古
墳
、
茄
子
塚
古
墳
に
挟
ま
れ
た
位
置
に
あ
り
、
そ
れ
を
肯

定
的
に
と
ら
え
て
よ
い
と
考
え
る
が
、
こ
の
阿
土
墓
地
も
墓
の
間
古
墳
群
と
重
複
し

て

存
在
し
て
お
り
、
今
日
、
石
塔
が
林
立
す
る
墳
丘
は
小
規
模
な
古
墳
で
あ
る
可
能

　
　
　
（
3
9
＞

性
が
高
い
。
結
崎
墓
地
、
阿
土
墓
地
と
も
に
古
墳
の
墳
丘
を
共
同
墓
地
と
し
て
再
利

用
し
た
こ
と
に
な
る
。
古
墳
の
再
利
用
に
つ
い
て
は
、
中
世
後
半
期
の
新
た
な
宗
教

運
動

に
と
も
な
っ
て
展
開
し
た
こ
と
を
以
前
に
述
べ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
れ
は
奈

良
盆
地
の
場
合
、
お
も
に
律
宗
系
集
団
、
あ
る
い
は
そ
れ
に
先
駆
す
る
宗
教
者
た
ち

（プ
ロ

ト
律
宗
系
集
団
と
呼
称
し
た
こ
と
が
あ
る
）
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⌒
4
0
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
し
た
。
こ
こ
に
挙
が
っ
た
結

図10　旧板屋ヶ瀬橋付近（南から　手前は川西町吐田

　　　向こうは安堵町窪田　2003年7月6日筆者撮影）

崎

墓

地
、
阿
土
墓
地
も
そ
う

い

っ

た
宗
教
行
為
に
関
連
し
た

蓋
然
性
は
高
い
が
、
も
う
ひ
と

つ
の

側
面
と
し
て
上
述
し
た
よ

う
に
条
里
地
割
の
及
ば
な
い
、

か

つ
古
墳
の
墳
丘
を
残
し
た
ま

ま
で
あ
っ
て
古
代
、
中
世
前
半

期
の
開
発
に
よ
り
耕
地
化
、
宅

地
化
し
た
も
の
と
は
み
え
な
い
、

い
わ

ば
生

産
域
外
に
あ
っ
た
と

い

う
経
済
的
側
面
も
見
過
ご
せ

　
　
ロ
シ
な
い
。
結
崎
墓
地
西
方
の
寺
の

前
古
墳
は
現
在
、
外
堤
が
請
堤

図11　阿土墓地（直上　写真上方が北　2000年2月16日撮影）
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に
、
周
濠
部
分
が
水
田
と
な
る
が
墳
丘
、
盾
形
周
濠
と
も
に
よ
く
保
持
さ
れ
た
も
の

と
見
受
け
ら
れ
る
。
ま
た
茄
子
塚
古
墳
の
墳
丘
上
は
畠
と
な
る
が
、
墳
丘
自
体
が
大

き
く
変
形
さ
れ
た
も
の
と
は
思
わ
れ
な
い
。

　
一
帯
で
は
三
河
古
墳
群
を
は
じ
め
と
し
て
、
一
〇
世
紀
前
後
か
ら
墳
丘
を
削
平
し

て

条
里
地
割
に
即
し
て
の
耕
地
化
が
進
行
す
る
こ
と
が
判
明
し
つ
つ
あ
る
。
実
際
の

発
掘
調
査
に
お
い
て
は
、
い
わ
ゆ
る
埋
没
古
墳
（
奈
良
盆
地
の
場
合
は
、
洪
水
砂
の

下
位

に
埋
ま
っ
た
り
、
火
山
活
動
に
よ
り
文
字
通
り
埋
没
し
た
も
の
で
は
な
く
、
人

為
的
に
削
平
さ
れ
た
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
古
墳
周
濠
部
分
が

そ

の
存
在

を
知
る
手
が
か
り
と
な
る
）
と
し
て
把
握
さ
れ
る
が
、
結
崎
墓
地
周
辺
の

古
墳
、
ま
た
阿
土
墓
地
の
墓
の
間
古
墳
群
は
、
こ
う
い
っ
た
開
発
を
免
れ
た
、
あ
る

い

は
む
し
ろ
取
り
残
さ
れ
た
例
と
し
て
認
識
し
て
お
き
た
い
。

　
阿
土
墓
地
を
通
過
し
て
ほ
ぼ
ま
っ
す
ぐ
北
行
す
る
と
、
大
和
郡
山
市
西
町
に
至
る
。

こ
こ
に
は
か
つ
て
良
福
寺
が
存
在
し
た
。
西
町
北
辺
に
あ
っ
た
ら
し
く
、
小
字
「
堂

田
」
、
「
堂
」
は
寺
に
因
ん
だ
も
の
か
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。
良
福
寺
に
は
文
殊
騎
獅

像
が
安
置
さ
れ
て
い
た
。
『
安
堵
町
史
』
（
一
九
九
三
年
刊
）
に
よ
れ
ば
、
文
殊
会
に

は

大
和
川
の
対
岸
の
吐
田
あ
た
り
か
ら
の
参
詣
も
あ
っ
た
と
い
う
が
、
板
屋
ヶ
瀬
橋

を
通
り
、
大
和
川
を
は
さ
ん
だ
南
北
軸
が
信
仰
上
の
道
と
し
て
も
機
能
し
て
い
た
こ

と
を
感
じ
さ
せ
る
。
さ
ら
に
先
年
、
文
殊
騎
獅
像
の
像
内
に
納
入
さ
れ
た
文
殊
菩
薩

印
仏
の
存
在
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
印
仏
は
六
七
一
枚
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
数
十
枚
か

ら
百
数
十
枚
を
一
綴
り
に
し
た
も
の
が
十
組
分
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
た
。
最
後
の
紙

片
の
裏
面
に
結
縁
者
集
団
の
地
域
を
示
す
と
み
ら
れ
て
い
る
地
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
2
）

わ
け
て
も
「
大
路
堂
九
三
人
、
常
陸
」
の
名
を
記
し
た
も
の
が
含
ま
れ
て
い
た
。

　
大
路
堂
は
「
忌
部
荘
差
図
」
（
一
四
九
七
年
ー
明
応
六
ー
）
に
「
大
路
堂
里
」
と

表
記
さ
れ
た
横
大
路
至
近
の
地
名
と
さ
れ
、
現
在
の
橿
原
市
曽
我
町
に
あ
た
る
。
よ

り
細
か
く
み
る
と
、
横
大
路
に
面
し
て
「
大
路
」
、
「
辻
堂
」
の
記
述
が
あ
る
。
よ
り

広
域
に
南
北
関
係
で
結
ば
れ
る
文
殊
信
仰
の
形
成
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で

き
る
。
付
け
加
え
る
に
「
大
路
堂
」
は
、
　
『
感
身
学
正
記
』
寛
元
元
年
（
一
二
四
三
）

二
月
二
五
日
条
に
叡
尊
が
、
当
宿
等
四
箇
宿
の
文
殊
供
養
（
四
ケ
宿
惣
供
養
）
を
催

行

し
た
場
の
「
大
路
堂
市
庭
」
に
関
係
す
る
も
の
と
み
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
の

当
宿
と
称
し
て
い
る
の
は
額
田
部
宿
の
こ
と
で
、
額
安
寺
の
西
辺
に
位
置
し
た
。

湖
っ
て
は
、
仁
治
元
年
（
一
二
四
〇
）
に
忍
性
が
文
殊
尊
像
の
図
絵
を
安
置
し
た
の

も
こ
の
額
田
部
宿
で
あ
る
。
さ
き
ほ
ど
の
良
福
寺
の
文
殊
信
仰
の
存
在
と
無
関
係
と

は
思
わ
れ
な
い
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
文
殊
騎
獅
像
の
作
者
が
、
鈴
木
喜
博
氏
の
研
究

に
よ
り
一
三
世
紀
前
半
に
南
都
で
活
躍
す
る
善
派
仏
師
の
ひ
と
り
善
円
と
み
ら
れ
て

　
　
　
（
4
3
）

い

る
点
も
造
像
背
景
に
律
宗
の
活
動
と
の
関
係
性
を
つ
よ
く
示
す
事
項
と
し
て
理
解

さ
れ
る
。

　
板
屋

ヶ
瀬
橋
を
通
る
南
北
路
の
形
成
が
、
上
記
の
文
殊
信
仰
の
顕
在
し
た
一
三
世

紀
前
半
代
と
な
れ
ば
、
前
節
の
寺
川
の
付
け
替
え
時
期
と
符
合
す
る
が
、
現
在
の
と

こ
ろ
確
実
な
資
料
を
得
る
に
至
っ
て
い
な
い
。
水
陸
双
方
の
交
通
路
の
整
備
が
一
体

の

も
の
と
し
て
な
さ
れ
た
可
能
性
を
前
節
に
言
及
し
た
が
、
そ
の
よ
う
な
観
点
か
ら

は
寺
川
の
付
け
替
え
と
、
南
北
路
の
形
成
は
不
可
分
の
事
業
で
あ
っ
た
と
し
た
い
が
、

い

ま
強
弁
す
る
に
無
理
が
あ
る
。
そ
れ
と
言
う
の
も
、
こ
の
南
北
路
は
小
字
結
崎
寺

の
西
面

を
通
っ
て
お
り
、
仮
に
寺
川
の
付
け
替
え
以
前
に
川
を
渡
る
と
し
て
も
、
や

は
り
こ
こ
が
渡
河
点
と
な
っ
て
い
た
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
以
前
よ

り
南
北
路
が
存
在
し
た
可
能
性
が
あ
る
。

　
（
3
）
律
宗
系
集
団
の
活
動

　

た
だ
し
、
寺
川
の
付
け
替
え
に
先
行
す
る
に
せ
よ
、
付
け
替
え
時
点
で
あ
る
に
せ

よ
こ
の
一
帯
が
二
二
世
紀
前
半
の
律
宗
系
集
団
の
活
動
初
期
か
ら
拠
点
と
な
っ
た
点

は
看
過
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
板
屋
ヶ
瀬
橋
で
は
橋
勧
進
が
あ
り
、
そ
れ
に
律
宗

寺
院
で
あ
る
額
安
寺
の
関
与
が
あ
っ
た
こ
と
が
＝
二
四
七
年
の
『
嘉
元
記
』
貞
和
三

年
三
月
五
日
条
に
み
え
る
。
す
な
わ
ち
「
板
屋
ヶ
瀬
ノ
橋
井
地
蔵
堂
供
養
、
於
額
安

寺
舞
楽
供
養
存
之
、
奈
良
舞
人
走
物
皆
児
舞
也
」
と
あ
る
。
さ
ら
に
『
法
花
寺
田
畠

本
券
』
（
一
四
〇
六
年
－
応
永
一
三
1
）
に
は
、
城
下
郡
西
郷
九
条
一
里
一
九
坪
、
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三
一
坪
が
そ
れ
ぞ
れ
で
て
い
る
。
「
イ
タ
ヤ
カ
セ
」
の
う
ち
の
田
畠
が
法
華
寺
に
寄

進
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
一
九
坪
は
現
小
字
「
板
屋
」
、
三
一
坪
は
「
平
ノ
前
」
に

相
当
し
て
お
り
、
問
題
と
し
て
い
る
南
北
路
（
城
下
郡
路
西
一
〇
条
三
里
の
東
か
ら

五
丁
の

坪
境

ラ
イ
ン
）
を
丁
度
、
中
央
に
挟
む
こ
と
に
な
る
。
ま
た
こ
こ
は
、
一
五

二
四

年
の
「
衛
門
四
郎
他
八
人
畠
作
職
売
券
」
大
永
四
年
二
月
一
三
日
に

　
合
七

反
者
、
字
吐
田
領
ノ
内
イ
タ
ヤ
ハ
タ
ケ
ハ
シ
ツ
メ
ヨ
リ
東
エ
十
一
段
目
二
在

　

之
、
本
地
子
阿
土
ノ
寺
エ
四
斗
代
ア
リ

と
あ
り
、
衛
門
四
郎
他
八
人
が
畠
七
反
を
売
却
し
た
土
地
の
本
地
子
を
阿
土
寺
へ
四

斗
、
納
め
る
こ
と
を
明
記
し
て
い
る
。
阿
土
寺
の
権
益
が
大
和
川
の
対
岸
の
吐
田
の

板
屋
ヶ
瀬
橋
の
橋
詰
め
に
及
ん
で
い
た
こ
と
を
示
す
。
板
屋
ヶ
瀬
橋
の
経
営
に
額
安

寺
、
法
華
寺
、
阿
土
寺
か
ら
な
る
い
ず
れ
も
律
宗
系
寺
院
が
関
係
し
た
こ
と
は
、
間

違
い
の

な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
橋
の
維
持
、
管
理
は
当
然
な
が
ら
そ
の
水
運
、
陸
運

と
い
っ
た
交
通
、
流
通
へ
の
関
与
を
と
も
な
う
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
想
像
に
難

く
な
い
。

　
南
下
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
『
西
大
寺
田
園
目
録
』
に
は
、
一
二
七
二
年
（
文
永

九
）
に
結
崎
寺
の
西
側
の
城
下
郡
路
西
一
一
条
四
里
二
七
坪
に
該
当
す
る
「
ヲ
・
ス

イ
タ
」
の
一
反
分
が
寄
進
さ
れ
た
こ
と
が
み
え
る
。
こ
こ
は
川
西
町
梅
戸
の
う
ち
に

あ
り
小
字
「
大
水
田
」
と
し
て
中
世
以
来
の
字
名
を
留
め
る
。
同
じ
く
西
北
に
隣
接

す
る
坪
に
あ
た
る
三
五
坪
の
「
ヲ
シ
ア
テ
」
の
一
反
も
寄
進
さ
れ
た
土
地
と
し
て
で

て

い

る
。
こ
こ
も
小
字
「
柏
手
」
と
し
て
今
日
に
名
を
留
め
て
い
る
。
「
ヲ
・
ス
イ

タ
」
と
「
ヲ
シ
ア
テ
」
は
現
・
寺
川
左
岸
に
接
し
た
坪
固
有
名
で
あ
り
、
対
岸
に
は

結
崎
寺
が
存
在
し
た
。
そ
し
て
問
題
と
す
る
南
北
路
（
城
下
郡
路
西
一
一
条
四
里
の

う
ち
東
か
ら
五
丁
の
坪
境
ラ
イ
ン
）
は
両
方
の
間
を
通
る
。
こ
こ
は
寺
川
の
渡
河
点

の

ひ
と
つ
で
も
あ
る
。
さ
き
ほ
ど
の
板
屋
ヶ
瀬
橋
と
同
様
の
位
置
に
あ
た
る
と
こ
ろ

が
、
＝
二
世
紀
後
半
に
西
大
寺
に
寄
進
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
も
律
宗
の
活
動

が
基
底
に
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
る
史
料
と
い
え
よ
う
。

　
付
加
す
る
に
、
さ
き
ほ
ど
の
油
掛
地
蔵
の
立
つ
城
下
郡
路
西
一
〇
条
三
里
二
六
坪

も
『
西
大
寺
田
園
目
録
』
に
一
反
分
（
西
よ
り
三
段
め
）
の
寄
進
が
み
え
る
。
こ
こ

は
「
井
ウ
ニ
ア
リ
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
現
小
字
「
湯
」
に
名
を
留
め
る
。
寄
進
さ

れ

た
の
は
、
一
二
九
五
年
（
永
仁
三
）
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
油
掛
地
蔵
の
年
紀
を

大
幅
に
湖
る
こ
と
に
な
る
が
、
地
蔵
の
存
在
の
前
提
に
こ
の
寄
進
行
為
が
関
連
し
て

い

る
可
能
性
も
無
稽
と
は
い
え
な
い
だ
ろ
う
。

　
（
4
）
結
崎
墓
地
の
計
画
性

　

こ
こ
ま
で
に
述
べ
た
箇
所
の
条
里
制
の
里
内
で
の
東
西
位
置
を
整
理
し
て
示
す
と
、

㈲
良
福
寺
は
、
平
群
郡
九
条
四
里
の
東
か
ら
西
へ
五
丁
の
ラ
イ
ン
上
の
付
近
に
あ
る
。

⑧
阿
土
墓
地
は
、
平
群
郡
一
〇
条
四
里
の
東
か
ら
五
丁
の
ラ
イ
ン
上
の
付
近
に
あ
る
。

◎
板
屋
ヶ

瀬
橋
は
そ
の
真
南
に
あ
る
。
油
掛
地
蔵
も
そ
の
ほ
ぼ
真
南
の
城
下
郡
路
西

一
〇

条
三
里
の
東
か
ら
五
丁
に
あ
る
。
倒
も
と
の
結
崎
寺
、
す
な
わ
ち
梅
戸
橋
も
そ

の

真
南
の
城
下
郡
路
西
一
一
条
四
里
の
東
か
ら
五
丁
に
あ
る
。
そ
し
て
、
㈲
結
崎
墓

地

は
広
域
条
里
地
割
の
周
縁
に
あ
っ
て
、
城
下
郡
一
二
条
四
里
に
あ
る
。
条
里
制
に

則

る
と
、
二
八
坪
と
三
三
坪
相
当
の
位
置
に
別
所
が
あ
り
、
律
宗
寺
院
の
墓
寺
、
安

養
院
が
営
ま
れ
て
い
る
。
こ
こ
は
ま
た
一
二
条
三
里
と
四
里
の
里
界
か
ら
は
東
か
ら

西
へ
五
丁
の
ラ
イ
ン
上
に
あ
た
る
。
す
な
わ
ち
、
固
～
㈲
の
そ
れ
ぞ
れ
の
箇
所
が
ほ

ぼ
正
南
北
関
係
の
一
直
線
上
に
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
付
加
す
る
に
墓
地

の
西
域
の

別
所
寺
に
は
天
文
一
九
（
一
五
五
〇
）
年
銘
の
地
蔵
石
仏
、
永
禄
一
〇
二

五
六

七
）
年
の
「
道
泉
」
銘
背
光
形
五
輪
塔
、
天
正
五
（
一
五
七
七
）
年
の
「
妙
林
」

銘
背
光
形
五
輪
塔
が
あ
り
、
結
崎
墓
地
に
お
い
て
石
塔
を
立
て
る
こ
と
が
、
少
な
く

と
も
近
世
以
前
の
一
六
世
紀
後
葉
に
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
第
三
点
と
し
て
指
摘
で
き
る
こ
と
は
、
結
崎
墓
地
の
墓
郷
を
は
る
か
に
越
え
て
つ

づ
く
正
南
北
軸
が
あ
り
、
結
崎
墓
地
の
位
置
は
こ
の
軸
線
上
に
あ
る
。
こ
れ
は
条
里

地
割
の
坪
境
に
重
複
し
た
も
の
で
あ
り
、
南
北
を
往
来
す
る
際
の
交
通
の
要
所
（
寺

川
、
大
和
川
の
ふ
た
つ
の
渡
河
点
）
を
含
ん
だ
道
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
も
律
宗
の

活
動
の
軌
跡
が
色
濃
く
反
映
し
て
い
る
。
文
字
通
り
教
線
の
確
保
を
担
っ
た
軸
線
と
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し
て
の
理
解
も
で
き
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
第
四
点
と
し
て
お
こ
う
。

　
第
一
点
か
ら
第
三
点
を
ま
と
め
る
と
、
中
世
後
半
期
の
結
崎
墓
地
の
位
置
は
、
中

世
結
崎
の
共
同
墓
地
を
設
け
る
と
い
う
個
別
単
独
の
課
題
と
し
て
あ
り
、
決
定
さ
れ

た
も
の
で
は
な
く
、
広
域
な
土
地
用
途
の
吟
味
、
選
択
の
な
か
で
周
到
な
計
画
性
を

も
っ
て
配
置
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
こ
と
を
指
摘
す
る
次
第
で
あ
る
。

お

わ
り
に

　
　
　
　
　
　
　
（
4
4
）

　
中
世
結
崎
の
範
囲
と
現
行
の
結
崎
墓
地
の
墓
郷
に
地
域
的
な
重
な
り
が
認
め
ら
れ
、

そ

の
地
域
的
枠
組
み
の
形
成
が
二
二
世
紀
後
葉
以
前
に
も
遡
上
す
る
蓋
然
性
が
高
い

こ
と
を
、
お
も
に
近
年
の
考
古
学
成
果
を
用
い
て
述
べ
た
。
こ
の
地
域
的
枠
組
み
の

主
体
者

は
、
墓
郷
集
団
の
先
駆
け
と
も
い
う
べ
き
集
団
と
み
な
さ
れ
よ
う
。
従
来
の

墓
郷
の

形
成
時
期
に
対
す
る
理
解
か
ら
は
、
そ
の
前
提
を
模
索
し
た
も
の
と
は
い
え

時
期
的
に
ひ
と
き
わ
古
く
位
置
づ
け
た
も
の
と
な
っ
た
。
な
お
、
郷
墓
経
営
の
実
態

面
や
維
持
す
る
集
団
の
階
層
性
と
い
っ
た
側
面
に
お
い
て
共
通
性
を
認
め
る
こ
と
が

で

き
る
も
の
か
ど
う
か
、
近
世
、
近
代
の
変
容
が
ど
の
よ
う
に
あ
っ
た
も
の
か
は
本

稿
が
な
し
得
な
か
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
ま
た
、
集
団
が
関
与
し
た
行
為
と
し
て
寺
川
の
付
け
替
え
事
業
を
そ
の
象
徴
的
な

も
の
と
し
て
提
起
し
た
。
寺
川
の
付
け
替
え
の
事
実
は
、
こ
れ
も
周
辺
に
お
け
る
考

古
学
成
果
か
ら
ほ
ぼ
確
実
視
さ
れ
る
。
も
っ
と
も
考
古
学
調
査
は
寺
川
の
流
域
全
体

か

ら
み
れ
ば
、
部
分
的
な
確
認
に
留
ま
っ
て
い
る
。
旧
寺
川
の
流
路
復
元
は
な
お
課

題
と
し
て
あ
る
。
付
け
替
え
時
期
に
つ
い
て
も
一
二
世
紀
後
葉
か
ら
一
三
世
紀
中
葉

と
す
る
年
代
観
を
示
し
た
が
、
直
接
に
旧
寺
川
の
流
路
内
出
土
遺
物
に
よ
る
も
の
で

は
な
く
、
将
来
、
旧
流
路
想
定
部
分
の
調
査
に
お
い
て
機
能
時
期
の
確
定
を
計
る
必

要
が
あ
る
。

　
中
世
墓
地
そ
の
も
の
の
調
査
資
料
の
検
討
も
必
要
で
あ
る
。
実
は
現
在
の
結
崎
墓

地
の
墓
郷
範
囲
に
含
ま
れ
る
田
原
本
町
黒
田
の
黒
田
大
塚
古
墳
第
一
次
発
掘
調
査
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
4
5
）

で

は
、
古
墳
の
周
濠
に
か
か
る
部
分
で
二
基
の
中
世
墓
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ

は
ま
た
法
楽
寺
の
寺
域
内
に
あ
た
っ
て
い
る
。
古
墳
が
中
世
墓
地
に
再
利
用
さ
れ
た

こ
と
を
示
し
た
資
料
と
い
え
る
が
、
結
崎
墓
地
と
の
関
係
性
を
ど
の
よ
う
に
解
く
か

は
課
題
で
あ
る
。
上
述
の
内
容
と
も
関
係
す
る
が
、
結
崎
墓
地
そ
れ
自
体
の
初
源
は

い

ま
の
と
こ
ろ
不
明
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
結
崎
墓
地
の
石
塔
に
対
す
る
悉
皆
調
査

な
ど
は
実
施
さ
れ
て
お
ら
ず
墓
地
そ
の
も
の
の
分
析
は
、
本
稿
に
お
い
て
も
ほ
と
ん

ど
扱
え
て
い
な
い
。
た
だ
墓
地
内
の
石
造
物
の
紀
年
銘
か
ら
一
六
世
紀
後
半
代
に
は

少
な
く
と
も
墓
地
と
し
て
の
利
用
が
類
推
さ
れ
る
ほ
ど
で
あ
っ
て
、
そ
れ
以
前
に
つ

い
て

は
明
ら
か
に
し
得
な
い
。
ま
た
郷
墓
と
な
る
以
前
か
ら
の
共
同
墓
地
で
あ
る
の

か
、
特
定
の
有
力
者
の
墓
地
と
し
て
あ
っ
た
も
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
も
現
状
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
6
）

資
料
か
ら
は
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
で
き
て
い
な
い
。

　
も
う
ひ
と
つ
本
稿
で
述
べ
た
点
で
従
来
、
ほ
と
ん
ど
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
と
思
わ

れ

る
点
は
墓
地
の
計
画
的
配
置
に
つ
い
て
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
郷
墓
の
形
成
過
程
に

多
様
性
を
認
め
る
立
場
か
ら
す
る
と
、
す
べ
て
の
郷
墓
が
計
画
的
に
配
置
さ
れ
た
こ

と
を
主
張
す
る
も
の
で
は
な
い
。
斑
鳩
・
極
楽
寺
墓
地
と
結
崎
墓
地
は
、
と
も
に
広

範
な
墓
郷
か
ら
な
る
が
、
墓
郷
形
成
に
至
る
歴
史
過
程
に
該
当
地
域
に
お
い
て
の
律

宗
系
集
団
の
関
与
・
活
動
が
存
在
し
た
と
推
さ
れ
る
。
こ
の
共
通
項
が
認
め
ら
れ
る

一
方
、
墓
地
と
な
る
契
機
に
土
地
用
途
上
の
計
画
性
が
指
摘
で
き
る
か
否
か
と
い
う

点
は
、
双
方
に
お
い
て
異
な
る
も
の
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
つ
ま
り
今
回
と
り

あ
げ
た
結
崎
墓
地
や
阿
土
墓
地
は
広
域
条
里
施
工
域
の
な
か
の
周
縁
に
あ
た
る
。
こ

の

「周
縁
」
と
「
灌
概
施
設
の
充
実
・
広
域
の
条
里
型
水
田
の
形
成
」
と
は
、
表
裏

の

関
係
に
あ
る
も
の
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
る
。
条
里
制
施
工
域
に
お
け
る
再
編
成
は

耕
地

（
こ
れ
に
は
灌
概
諸
施
設
と
し
て
の
水
路
は
も
ち
ろ
ん
池
や
溜
井
、
井
戸
、
こ

と
に
よ
る
と
結
崎
地
域
で
は
請
堤
の
設
置
と
い
っ
た
こ
と
も
考
慮
し
て
お
か
な
く
て

は
な
ら
な
い
）
に
留
ま
る
も
の
で
は
な
く
、
集
落
に
も
及
ぶ
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た

と
こ
ろ
で
あ
る
（
伴
堂
東
遺
跡
の
移
転
の
可
能
性
に
言
及
し
た
）
。
さ
ら
に
既
存
の

古
墳
に
対
す
る
新
た
な
利
用
（
耕
地
へ
の
転
換
、
中
世
墓
地
と
し
て
の
再
利
用
）
や
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交
通
路
の
整
備

（水
運
交
通
路

と
し
て
の
「
筋
違
道
」
の
利
用
、
板
屋
ヶ
瀬
橋
を
通

る
南
北
陸
路
の
存
在
に
つ
い
て
ふ
れ
た
）
な
ど
も
こ
れ
に
含
ま
れ
る
も
の
と
理
解
す

る
な
ら
ば
、
当
然
、
墓
地
の
計
画
的
配
置
も
こ
の
な
か
に
置
い
て
よ
い
だ
ろ
う
。
全

般
的
な
土
地
利
用
の
再
編
成
が
一
二
世
紀
後
葉
か
ら
＝
二
世
紀
中
葉
に
か
け
て
の
中

世
結
崎
に
展
開
し
た
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

　
も
は
や
考
古
学
の
分
野
の
み
で
取
り
組
め
る
域
を
超
え
た
課
題
と
い
え
よ
う
。
不

案
内
な
が
ら
本
稿
で
は
、
あ
え
て
歴
史
地
理
学
の
成
果
や
文
献
史
料
、
民
俗
事
例
に

も
依
拠
し
て
中
世
結
崎
と
結
崎
墓
地
の
墓
郷
集
団
の
前
提
と
な
る
地
域
的
枠
組
み
の

形
成
時
期
、
実
態
に
迫
ろ
う
と
し
た
。
各
分
野
か
ら
の
闊
達
な
意
見
交
換
が
喚
起
さ

れ

る
こ
と
を
期
待
し
て
ひ
と
ま
ず
稿
を
閉
じ
る
こ
と
と
す
る
。

［謝
辞
］

　
本
稿
を
な
す
に
あ
た
っ
て
は
、
以
下
の
方
々
か
ら
多
く
の
ご
教
示
、
ご
便
宜
を
た
ま
わ
っ
た
。

文
末
な
が
ら
こ
こ
に
記
し
て
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。

　

青
木
勘
時
・
稲
城
信
子
・
大
宮
守
人
・
大
宮
守
友
・
小
池
香
津
江
・
佐
々
木
好
直
・
佐
藤
亜

聖
・
白
石
太
一
郎
・
千
田
嘉
博
・
土
居
規
美
・
中
井
美
知
子
・
橋
本
紀
美
・
幡
鎌
一
弘
・
坂
靖
・

藤
田
三
郎
・
福
田
哲
也
二
二
村
由
里
香
・
村
木
二
郎
・
本
村
充
保
・
門
田
誠
一
・
山
上
豊
・
山
川

均
・
山
田
隆
文
・
吉
井
敏
幸
・
吉
田
栄
治
郎
・
米
川
裕
治

註（
1
）
　
野
崎
清
孝
「
奈
良
盆
地
に
お
け
る
歴
史
的
地
域
に
関
す
る
一
問
題
ー
墓
郷
集
団
を
め
ぐ
っ

　
　
て
ー
」
『
人
文
地
理
』
第
二
五
巻
一
号
、
一
九
七
三
年
。

（
2
）
　
今
尾
文
昭
「
斑
鳩
・
極
楽
寺
墓
地
と
仏
塚
古
墳
墓
室
の
再
利
用
－
郷
墓
形
成
過
程
の
一
形

　
　
態
ー
」
『
近
畿
地
方
に
お
け
る
中
・
近
世
墓
地
の
基
礎
的
研
究
』
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
、
二

　
　
〇
〇
一
年
。

（
3
）
　
細
川
涼
一
「
中
世
の
法
隆
寺
と
寺
辺
民
衆
ー
勧
進
聖
・
三
昧
聖
・
刑
吏
－
」
『
部
落
問
題
研

　
　
究
』
七
六
輯
、
一
九
八
三
年
初
出
、
の
ち
『
中
世
の
身
分
制
と
非
人
』
日
本
エ
デ
ィ
タ
ー
ス

　
　
ク
ー
ル
出
版
部
、
一
九
九
四
年
に
所
収
。

（
4
）
　
千
田
嘉
博
「
惣
墓
理
解
の
た
め
の
基
礎
的
前
提
」
『
近
畿
地
方
に
お
け
る
中
・
近
世
墓
地
の

　
　
基
礎
的
研
究
』
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
、
二
〇
〇
一
年
。

　
　

坂
本
亮
太

「惣
墓
か

ら
み
る
中
世
村
落
ー
『
惣
』
と
惣
墓
と
の
関
連
を
中
心
に
　
」
『
ヒ
ス

　
　
ト
リ
ア
』
第
一
八
二
号
、
二
〇
〇
二
年
。

（
5
）
　
幡
鎌
一
弘
「
中
山
念
仏
寺
墓
地
の
墓
郷
と
歴
史
的
環
境
1
『
多
聞
院
日
記
』
を
中
心
に
　
」

　
　
『
近
畿
地
方
に
お
け
る
中
・
近
世
墓
地
の
基
礎
的
研
究
』
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
、
二
〇
〇
一

　
　
年
。

（
6
）
　
青
木
勘
時
「
長
岳
寺
旧
境
内
地
遺
跡
発
掘
調
査
概
要
報
告
」
『
平
成
十
年
度
奈
良
県
内
市
町

　
　
村
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
報
告
会
資
料
』
奈
良
県
内
市
町
村
埋
蔵
文
化
財
技
術
担
当
者
連
絡

　
　
協
議
会
、
一
九
九
九
年
。

（
7
）
　
安
堵
町
史
編
纂
委
員
会
『
安
堵
町
史
』
本
編
、
｝
九
九
三
年
。

（
8
）
　
「
ゆ
う
ざ
き
」
の
項
、
『
角
川
地
名
大
辞
典
二
九
　
奈
良
県
』
角
川
書
店
、
一
九
九
〇
年
。

（
9
）
　
前
掲
書
（
7
）
に
同
じ
。

（
1
0
）
　
秋
山
日
出
雄
「
条
里
制
地
割
の
施
行
起
源
－
大
和
南
部
条
里
の
復
原
を
手
掛
か
り
と
し
て

　
　
ー
」
『
日
本
古
文
化
論
孜
』
橿
原
考
古
学
研
究
所
、
一
九
七
〇
年
。

　
　
　
秋
山
日
出
雄
「
大
和
『
飛
鳥
川
』
の
歴
史
地
理
学
的
研
究
ー
弘
仁
・
天
長
期
の
大
和
南
部

　
　
水
利
政
策
　
」
『
歴
史
地
理
研
究
と
都
市
研
究
』
上
、
一
九
七
八
年
。

（
H
）
　
中
井
一
夫
「
奈
良
盆
地
に
お
け
る
旧
地
形
の
復
原
…
弥
生
文
化
の
展
開
の
研
究
に
対
す
る

　
　
基
礎
作
業
　
そ
の
一
1
」
『
関
西
大
学
考
古
学
研
究
室
開
設
三
〇
周
年
記
年
　
考
古
学
論
叢
』

　
　
一
九
八
三
年
。

（
1
2
）
　
宮
本
誠
『
奈
良
盆
地
の
水
土
史
』
農
山
漁
村
文
化
協
会
、
一
九
九
四
年
。

（
1
3
）
　
松
浦
茂
樹
「
古
代
大
和
盆
地
に
お
け
る
開
発
と
河
川
処
理
」
『
水
利
科
学
』
一
五
一
、
一
九

　
　
八
三
年
。

（
1
4
）
　
松
本
洋
明
『
十
六
面
・
薬
王
寺
遺
跡
』
奈
良
県
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
調
査
報
告
第
五
四

　
　
冊
、
奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所
、
一
九
八
八
年
に
よ
る
と
検
出
の
旧
河
川
は
初
瀬
川
水

　
　
系
と
寺
川
水
系
の
合
流
を
し
め
す
砂
礫
組
成
で
、
初
瀬
川
が
扇
状
に
分
流
し
て
い
た
可
能
性

　
　
を
説
く
。

（
1
5
）
　
本
村
充
保
「
京
奈
和
道
試
掘
ー
京
奈
和
道
『
大
和
区
間
』
建
設
に
伴
う
平
成
六
年
度
試
掘

　
　
調
査
報
告
1
」
『
奈
良
県
遺
跡
調
査
概
報
一
九
九
四
年
度
（
第
一
分
冊
）
』
奈
良
県
立
橿
原
考

　
　
古
学
研
究
所
、
］
九
九
五
年
。

（
1
6
）
　
坂
靖
・
名
倉
聡
「
伴
堂
東
遺
跡
発
掘
調
査
概
報
」
『
奈
良
県
遺
跡
調
査
概
報
一
九
九
五
年
度

　
　
（
第
一
分
冊
）
』
奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所
、
一
九
九
六
年
。

　
　
　
坂
靖
「
伴
堂
東
遺
跡
第
二
次
発
掘
調
査
概
報
」
『
奈
良
県
遺
跡
調
査
概
報
一
九
九
九
年
度
（
第

　
　
二
分
冊
）
』
奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所
、
二
〇
〇
〇
年
。

（
1
7
）
　
山
田
隆
文
「
三
河
遺
跡
第
三
次
発
掘
調
査
概
報
」
『
奈
良
県
遺
跡
調
査
概
報
一
九
九
八
年
度

　
　
（
第
二
分
冊
）
』
奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所
、
一
九
九
九
年
。

（
1
8
）
　
小
山
浩
和
「
京
奈
和
自
動
車
道
建
設
予
定
地
内
『
天
理
市
庵
治
地
区
』
試
掘
調
査
概
報
」
『
奈
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良
県
遺
跡
調
査
概
報
一
九
九
九
年
度
（
第
一
分
冊
）
』
奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所
、
二
〇

　
　
〇
〇
年
。

（
1
9
）
　
前
掲
書
（
1
8
）
に
同
じ
。

（
2
0
）
　
前
掲
書
（
1
6
）
に
同
じ
。

（
2
1
）
仲
富
美
子
「
伴
堂
シ
リ
エ
ダ
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
」
『
奈
良
県
遺
跡
調
査
概
報
一
九
九
二
年

　
　
度
（
第
一
分
冊
）
』
奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所
、
一
九
九
三
年
。

（
2
2
）
　
前
掲
書
（
1
7
）
に
同
じ
。

（
2
3
）
　
米
川
裕
治
「
庵
治
遺
跡
発
掘
調
査
概
報
」
『
奈
良
県
遺
跡
調
査
概
報
二
〇
〇
〇
年
度
（
第
二

　
　
分
冊
）
』
奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所
、
二
〇
〇
一
年
。

（
2
4
）
　
前
掲
書
（
1
8
）
に
同
じ
。

（
2
5
）
　
今
尾
文
昭
「
三
河
遺
跡
第
四
次
発
掘
調
査
概
報
」
『
奈
良
県
遺
跡
調
査
概
報
一
九
九
九
年
度

　
　
（
第
二
分
冊
）
』
奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所
、
二
〇
〇
〇
年
。

（
2
6
）
　
坂
靖
「
三
河
遺
跡
発
掘
調
査
概
報
」
『
奈
良
県
遺
跡
調
査
概
報
一
九
九
五
年
度
（
第
一
分
冊
）
』

　
　
奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所
、
一
九
九
六
年
。

（
2
7
）
　
青
木
香
津
江
「
三
河
遺
跡
第
二
次
発
掘
調
査
概
報
」
『
奈
良
県
遺
跡
調
査
概
報
］
九
九
六
年

　
　
度

（第
一
分
冊
）
』
奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所
、
一
九
九
七
年
。

（
2
8
）
　
前
掲
書
（
2
5
）
に
同
じ
。

（
2
9
）
　
本
村
充
保
「
石
切
山
古
墳
発
掘
調
査
概
報
」
『
奈
良
県
遺
跡
調
査
概
報
一
九
九
六
年
度
（
第

　
　
一
分
冊
）
』
奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所
、
一
九
九
七
年
。

（
3
0
）
　
坂
靖
「
佐
々
木
塚
古
墳
・
出
屋
敷
遺
跡
発
掘
調
査
概
報
」
『
奈
良
県
遺
跡
調
査
概
報
一
九
八

　
　
七
年
度
（
第
一
分
冊
）
』
奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所
、
一
九
九
〇
年
。

（
3
1
）
　
伊
達
宗
泰
「
倭
屯
倉
地
帯
の
古
墳
群
」
『
古
代
学
研
究
』
第
五
九
号
、
一
九
七
一
年
で
は
コ
ニ

　
　
宅
村
古
墳
群
」
と
総
称
し
、
付
近
の
古
墳
の
現
況
に
つ
い
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
先
述
の

　
　
佐
々
木
塚
古
墳
の
西
北
の
前
方
後
円
墳
の
存
在
も
こ
れ
に
指
摘
が
あ
る
。

　
　
　
そ
の
後
、
伊
達
宗
泰
「
古
墳
群
設
定
へ
の
一
試
案
」
『
橿
原
考
古
学
研
究
所
論
集
』
吉
川
弘

　
　
文
館
、
一
九
七
五
年
初
出
、
の
ち
『
日
本
古
代
文
化
圏
の
形
成
と
伝
播
』
学
生
社
、
一
九
九

　
　
一
年
所
収
で
は
、
各
水
支
配
地
域
ご
と
に
古
墳
築
造
の
集
団
を
抽
出
す
る
。
初
瀬
川
・
寺
川

　
　
水
支
配
地
域
の
そ
れ
を
「
お
お
や
ま
と
古
墳
集
団
」
と
定
義
し
て
い
る
。
そ
の
な
か
で
「
三

　
　
宅
古
墳
群
」
の
呼
称
を
示
さ
れ
て
い
る
。
筆
者
は
伊
達
氏
の
呼
称
を
適
当
と
認
め
踏
襲
す
る
。

（
3
2
）
　
秋
永
政
孝
「
中
世
」
『
川
西
村
史
』
川
西
村
教
育
委
員
会
、
一
九
七
〇
年
。
な
お
、
同
書
に

　

所
引
の
『
内
山
記
』
に
は
、
ほ
ぼ
同
内
容
の
東
京
国
立
博
物
館
所
蔵
と
天
理
図
書
館
保
井
文

　

庫
所
蔵
の
二
種
が
み
え
る
。
本
稿
で
は
所
引
の
東
京
国
立
博
物
館
所
蔵
本
の
内
容
を
掲
げ
た
。

（
3
3
）
　
山
川
均
「
条
里
制
と
村
落
」
『
歴
史
評
論
』
第
五
三
八
号
、
一
九
九
五
年
。

　
　

山
川
均
「
中
世
集
落
の
論
理
」
『
考
古
学
研
究
』
第
一
七
八
号
、
一
九
九
八
年
。

　
　

山
川
均
「
中
世
集
落
と
耕
地
開
発
」
『
中
世
集
落
と
灌
慨
』
大
和
古
中
近
研
究
会
研
究
資
料

　
　

皿
、
一
九
九
九
年
。

　
　
　
山
川
均
「
開
発
・
溜
池
・
環
濠
」
『
戦
国
時
代
の
考
古
学
』
高
志
書
院
、
二
〇
〇
三
年
。

（
3
4
）
　
今
尾
文
昭
「
法
貴
寺
遺
跡
」
『
季
刊
自
然
と
文
化
ー
特
集
中
世
の
居
館
ー
』
観
光
資
源
保
護

　
　
財
団
、
一
九
九
〇
年
。
　
今
尾
文
昭
「
灌
慨
と
環
濠
屋
敷
」
『
中
世
集
落
と
灌
概
』
大
和
古
中

　
　
近
研
究
会
研
究
資
料
皿
、
一
九
九
九
年
。

（
3
5
）
　
稲
城
信
子
「
墓
郷
地
域
に
お
け
る
民
俗
調
査
－
『
盆
行
事
』
を
中
心
に
ー
」
『
近
畿
に
お
け

　
　

る
中
世
葬
送
墓
制
の
研
究
調
査
概
報
』
働
元
興
寺
文
化
財
研
究
所
、
一
九
八
四
年
は
葬
送
墓

　
　
制
習
俗
の
研
究
対
象
と
し
て
天
理
市
中
山
お
よ
び
磯
城
郡
田
原
本
町
大
安
寺
の
墓
郷
集
団
を

　
　
あ
げ
る
が
、
そ
の
う
ち
北
阪
手
の
盆
行
事
の
種
々
の
供
物
に
ナ
ス
が
あ
る
。
ナ
ス
を
供
物
と

　
　
す
る
の
は
、
一
般
的
な
行
為
と
思
わ
れ
る
。
結
崎
墓
地
の
南
の
入
り
口
に
所
在
の
古
墳
に
「
茄

　
　
子
塚
」
の
名
が
付
せ
ら
れ
た
の
も
こ
う
い
っ
た
仏
事
に
由
来
し
て
の
こ
と
と
推
測
す
る
。

（
3
6
）
　
大
宮
守
人
『
大
和
川
水
辺
の
民
俗
－
川
・
舟
・
く
ら
し
ー
』
平
成
九
年
度
特
別
テ
ー
マ
展

　
　
図
録
、
奈
良
県
立
民
俗
博
物
館
、
｝
九
九
七
年
掲
載
図
版
に
よ
る
。

（
3
7
）
　
松
本
俊
吉
「
寺
院
」
『
川
西
村
史
』
川
西
村
教
育
委
員
会
、
一
九
七
〇
年
。

（
3
8
）
　
前
掲
書
（
3
1
）
に
は
、
安
養
院
の
西
面
・
北
面
に
周
濠
痕
跡
と
見
ら
れ
る
池
（
現
在
は
埋

　
　
没
）
が
観
察
さ
れ
て
い
る
。
主
軸
を
東
西
に
お
く
墳
長
約
五
〇
m
の
前
方
後
円
墳
と
す
る
。

（
3
9
）
　
服
部
伊
久
男
「
国
宝
額
田
寺
伽
藍
井
条
里
図
に
み
え
る
墓
に
つ
い
て
」
「
考
古
学
と
生
活
文

　
　
化
』
同
志
社
大
学
考
古
学
シ
リ
ー
ズ
V
、
一
九
九
二
年
。

（
4
0
）
　
今
尾
文
昭
「
叡
尊
、
忍
性
・
律
宗
系
集
団
と
大
和
の
遺
跡
」
『
叡
尊
・
忍
性
と
律
宗
系
集
団
』

　
　
同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
実
行
委
員
会
、
二
〇
〇
〇
年
。

（
4
1
）
　
政
岡
伸
洋
「
奈
良
盆
地
に
お
け
る
墓
郷
と
墓
制
－
大
和
郡
山
市
伝
宝
墓
の
事
例
か
ら
ー
」
『
鷹

　
　
陵
史
学
』
第
二
五
号
、
］
九
九
九
年
は
同
様
の
見
解
を
示
す
。

（
4
2
）
　
鈴
木
喜
博
「
大
和
郡
山
・
良
福
寺
文
殊
菩
薩
騎
獅
像
と
像
内
納
入
の
文
殊
菩
薩
印
仏
に
つ

　
　
い
て
」
『
仏
教
藝
術
』
　
一
九
九
号

（
4
3
）
　
鈴
木
喜
博
「
叡
尊
と
善
派
仏
師
　
善
円
か
ら
善
慶
へ
ー
薬
師
寺
と
西
興
寺
の
地
蔵
菩
薩
像

　
　
を
中
心
に
i
」
『
叡
尊
・
忍
性
と
律
宗
系
集
団
』
同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
実
行
委
員
会
、
二
〇
〇
〇

　
　
年
。

（
4
4
）
　
考
古
学
の
立
場
か
ら
、
た
と
え
ば
土
器
の
生
産
・
流
通
・
消
費
と
い
っ
た
側
面
か
ら
地
域

　
　
の
抽
出
を
は
か
る
方
法
が
あ
る
。
奈
良
盆
地
に
お
い
て
も
在
地
性
の
つ
よ
い
土
師
皿
な
ど
を

　
　
用
い
る
こ
と
は
、
小
地
域
を
理
解
す
る
上
で
有
効
で
あ
ろ
う
。
大
和
型
瓦
器
椀
や
大
和
型
瓦

　
　
質
揺
鉢
の
生
産
、
流
通
に
も
］
定
の
地
域
性
が
存
在
し
た
可
能
性
が
あ
る
が
、
墓
郷
集
団
の

　
　
単
位
の
設
定
に
応
用
で
き
る
か
ど
う
か
は
土
器
研
究
の
水
準
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
現
状
の

　
　
資
料
で
は
難
易
で
あ
る
。
し
か
し
今
後
の
研
究
の
な
か
本
稿
で
問
題
と
し
た
中
世
の
さ
ま
ざ

　
　
ま
な
地
域
集
団
と
考
古
資
料
の
関
連
性
が
視
野
に
い
れ
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

（
4
5
）
　
藤
田
三
郎
「
黒
田
大
塚
古
墳
第
一
次
発
掘
調
査
概
報
」
『
田
原
本
町
埋
蔵
文
化
財
調
査
概
要
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二
』
田
原
本
町
教
育
委
員
会
、
一
九
八
四
年
。

（
4
6
）
　
石
塔
の
林
立
す
る
現
在
の
郷
墓
の
景
観
形
成
が
い
つ
頃
で
あ
る
か
に
つ
い
て
本
稿
で
は
、

　

取

り
組
め
な
か
っ
た
。
白
石
太
一
郎
「
も
う
一
つ
の
世
界
ー
人
々
は
墓
地
を
ど
の
よ
う
に
営

　
　
ん
だ
か
ー
」
『
日
本
列
島
に
生
き
た
人
た
ち
9
　
民
具
と
民
俗
下
』
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
〇
年

　
　
で
と
り
あ
げ
ら
れ
た
郷
墓
の
形
成
原
理
や
葬
送
観
念
の
変
質
と
い
っ
た
課
題
も
多
く
の
郷
墓

　
　
に
対
す
る
石
塔
の
悉
皆
調
査
や
本
稿
で
問
題
と
し
た
地
域
的
枠
組
み
の
追
究
を
手
掛
か
り
に

　
　
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
出
来
る
と
思
う
。（奈

良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所
附
属
博
物
館
、

　
　
　
　
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
共
同
研
究
員
）

（二

〇
〇
三
年
六
月
九
日
受
理
、
二
〇
〇
三
年
六
月
二
六
日
審
査
終
了
）
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Preconditions　fbr　tlle　Fo㎝ation　of　Graveyard　Villages：around　tlle

Yuzaki　Graveyard　in　Yamato

IMAO　Fumiaki

　　　It　is　often　pointed　out　the　local　graveyards　in　the　Nara　basin　can　be　traced　back　to　grave－

yards　from　before　the　Early　Modern　period．　The　running　of　a　local　graveyard　was　carried　out

by　the　several　villages　that　formed　a　graveyard　village，　and　this　framework　is　explained　in　rela－

tion　to　water　villages，　mountain　villages　and　shrine　village　and　also　villages　in　the　entire　prov－

ince（国人郷）．However，　there　are　many　instances　in　which　this　kind　of　regional　and　historical

framework　does　not　correspond　with　the　actual　facts．　There　are　diverse　circumstances　at　play　in

the　process　of　the　formation　of　an　actual　graveyard　village，　and　it　is　these　which　cause　its　forma－

tion．　When　examining　the　individual　preconditions　and　process　of　the　formation　of　graveyard　vil－

lages，　the　present　challenge　is　to　provide　classifications　for　future　use．

　　　As　one　example，　I　turned　my　attention　to　the　Yuzaki　graveyard，　in　Kawanishi－machi，　Shiki－

gun　situated　more　or　less　in　the　center　of　the　Nara　basin．　The　village　around　Yuzaki　graveyard

extends　over　a　wide　area　on　both　sides　of　the　Terakawa　River　and　is　also　the　largest　size　for　a

village　even　for　Yamato．　First，　using　historical　materials　I　endeavored　to　restore　YuzakCs　scope

to　what　it　had　been　in　the　second　half　of　the　Medieval　period，　which　turned　out　to　be　virtually　a

replication　of　the　scope　of　the　village　today．　Namely，　it　indicated　the　possibility　that　the　regional

framework　of　the　village　group　had　existed　before　the　second　half　of　the　13th　century．　Next，　I

refer　to　the　rerouting　of　the　Terakawa　River　as　an　historical　project　that　illustrates　the　actual

conditions　of　this　regional　framework．　Near　Yuzaki，　Terakawa　River　becomes　a　straight　water－

way　that　runs　along　an　ancient　road　called　the　SUJICHIGAI－do（Taishi－do）．Archeological　inves－

tigations　in　recent　years　have　detected　a　river　course　that　can　be　concluded　to　be　the　former

waterway，　and　the　former　waterway　has　been　restored　from　observations　of　its　present　topogra－

phy．　Using　historical　materials　as　well，　it　is　estimated　that　the　rerouting　of　the　watefway　took

place　from　the　latter　part　of　the　12th　century　through　to　the　middle　of　the　13th　century．　It　is

suspected　that　the　rerouting　of　the　Terakawa　River　was　for　a　deliberate　reorganization　of　flood

control，　irrigation，　arable　land　and　transportation，　though　it　is　not　difficult　to　imagine　that　it　also

brought　change　to　basic　facilities　in　the　region．　Of　course，　the　groups　that　should　be　called　the

forerunners　of　the　village　were　caught　up　in　all　this．

　　　Next，　I　examined　the　geographical　position　of　Yuzaki　graveyard．1）It　was　on　the　rim　of　a

large　area　of　land　in　Yamato　that　was　systematically　divided．2）The　emergence　of　a　rim　of　the
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1arge　area　of　land　that　was　systematically　divided　is　related　to　rerouting　of　the　Terakawa　River．

3）Strategic　religious　and　transport　facilities　can　be　found　along　an　axis　that　runs　in　a　north　to

south　direction　through　the　Yuzaki　graveyard（equivalent　to　the　border　of　the　systematically　di－

vided　land　in　Shiki－gun　and　Heguri－gun）．In　other　words，　when　facing　north　one　finds　the　strate－

gically　located　sequence　of　the　Yuzaki　graveyard，　Umedo　bridge（formerly　Yuzaki　Temple　and

acrossing　point　over　the　Terakawa　River），Itayagase　bridge（a　crossing　point　over　the　Yamato

River，　ADO　graveyard　and　then　Ryofuku－ji　temple．4）Historical　materials　reveal　that　these

were　bases　for　the　activities　of　the　Ritsu　Sect．

　　　In　summation，　we　may　conclude　the　fbllowing．　The　regional　framework　fOr　the　village　aroulld

Yuzaki　graveyard　was　fOrmed　in　the　13th　century，　it　is　possible　that　the　village　was　intentionally

located　around　the　graveyard，　it　is　possible　that　this　option　was　taken　amid　investigations　into

land　use　that　looked　at　a　large　area　that　exceeded　the　bounds　of　the　village，　and　that　the　ac6vi－

ties　of　the　Ritsu　Sect　contributed　to　the　process　of　fOrmation　of　the　village　around　the　Yuzaki

graveyard．
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